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序
　
　
言

　
先
に
私
は
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
に
披
渥
さ
れ
る
認
識

論
の
特
異
性
こ
そ
が
、
公
孫
龍
の
思
想
全
体
を
最
深
部
に
於
て
規
定
し
て
い
る
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
指
物
論
の
中
心
主
題
は
「
物
莫
非
指
而
指
非

指
」
と
の
二
大
命
題
で
あ
っ
た
が
、
指
物
論
自
体
は
原
論
と
し
て
の
性
格
が
強
い

だ
け
に
、
前
記
の
両
命
題
が
成
立
す
る
具
体
的
根
拠
に
関
し
て
は
、
未
だ
不
明
確

な
点
を
多
く
残
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
以
下
私
が
取
り
扱
う
堅
白
論
に
於

て
は
、
公
孫
龍
は
堅
白
石
な
る
具
体
的
対
象
物
を
選
択
し
て
、
彼
の
認
識
論
的
立

場
を
よ
り
明
瞭
な
形
で
展
開
す
る
。
こ
の
堅
白
論
の
論
理
構
造
を
追
求
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
孫
龍
の
認
識
論
上
の
特
色
を
更
に
明
確
に
し
た
い
と
す
る
の
が
本
論

の
目
的
で
あ
る
。

堅
臼
論
は
、
堅
白
石
の
認
識
を
廻
っ
て
、

公
孫
龍
と
論
難
者
と
が
議
論
を
応
酬

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
一
杜
会
科
学
）

第
一
一
巻

す
る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
論
争
の
筋
道
に
沿
っ
て
、
そ
こ
に

展
開
さ
れ
る
公
孫
龍
の
認
識
論
の
構
造
を
探
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。
引
用
の

原
文
は
原
則
と
し
て
道
蔵
本
に
拠
っ
た
が
、
堅
白
論
は
版
本
間
に
解
釈
に
影
響
を

及
ぼ
す
字
旬
の
異
同
が
存
在
す
る
た
め
、
諸
本
に
従
っ
て
校
訂
を
加
え
た
箇
所
が

若
干
あ
る
。
な
お
行
論
の
便
宜
上
、
原
文
を
段
落
毎
に
細
分
し
て
、
各
々
に
番
号

を
付
し
た
。

　
　
ω
　
堅
白
石
三
可
乎
、
日
、
不
可

　
　
　
　
堅
白
石
は
三
と
は
可
な
ら
ん
か
。
日
く
、
不
可
な
り
。

　
客
は
堅
白
石
な
る
一
個
の
対
象
物
か
ら
堅
。
白
・
石
の
三
構
成
要
素
を
抽
出
す

る
こ
と
は
可
能
か
、
と
の
質
問
を
発
し
て
論
戦
の
口
火
を
切
る
。
こ
れ
に
対
し
て

公
孫
龍
は
、
そ
う
し
た
思
考
は
不
可
能
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。

　
　
ω
　
日
、
二
可
乎
、
日
、
可

　
　
　
　
日
く
、
二
な
れ
ば
可
な
ら
ん
か
。
日
く
、
可
な
り
。

　
そ
こ
で
客
は
、
そ
れ
で
は
堅
白
石
か
ら
二
要
素
を
抽
出
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
可
能
か
、
と
改
め
て
質
問
を
発
す
る
。
今
度
の
問
い
に
対
し
て
は
、
公
孫
龍
は

可
能
で
あ
る
と
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

一
～
一
八
頁
　
昭
和
五
二
隼
二
一
月
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堅
　
　
白

石
　
　
（
浅
野
）

　
　
⑧
　
日
、
何
哉
、
日
、
無
堅
得
白
、
其
撃
也
二
、
無
白
得
堅
、
其
撃
也
二

　
　
　
　
日
く
、
何
ぞ
や
。
日
く
、
堅
無
く
し
て
白
を
得
る
。
其
の
挙
ぐ
る
や
二

　
　
　
　
な
り
。
白
無
く
し
て
堅
を
得
る
。
其
の
挙
ぐ
る
や
二
な
り
。

　
堅
臼
石
か
ら
抽
出
し
得
る
要
素
は
二
で
あ
る
と
返
答
さ
れ
た
客
が
、
そ
の
理
由

を
訊
ね
た
の
に
応
じ
て
、
公
孫
龍
は
以
下
の
如
く
解
説
す
る
。
堅
が
存
在
し
な
い

状
態
に
於
て
白
な
る
知
覚
を
獲
得
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
白
と
石
と
の
二
要
素
を

抽
出
し
て
知
覚
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
白
が
存
在
し
な
い
状
態
に
於
て
堅
な
る

知
覚
を
獲
得
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
堅
と
石
と
の
二
要
素
を
抽
出
し
て
知
覚
し
た

の
で
あ
る
、
と
◎

　
　
ω
　
日
、
得
其
所
白
、
不
可
謂
無
白
、
得
其
所
堅
、
不
可
謂
無
堅
、
而
之
石

　
　
　
　
也
之
於
然
也
、
非
三
也

　
　
　
　
日
く
、
其
の
白
と
す
る
所
を
得
れ
ば
、
白
無
し
と
は
謂
う
可
か
ら
ず
。

　
　
　
　
其
の
堅
と
す
る
所
を
得
れ
ば
、
堅
無
し
と
は
謂
う
可
か
ら
ず
。
而
し
て

　
　
　
　
之
の
石
や
之
れ
然
る
に
於
て
す
る
な
り
。
三
に
非
ざ
る
や
。

　
⑧
に
於
て
公
孫
龍
は
、
「
無
堅
得
白
」
「
無
白
得
堅
」
と
、
白
を
知
覚
す
る
場

合
は
堅
が
存
在
せ
ず
、
堅
を
知
覚
す
る
場
合
に
は
白
が
存
在
し
な
い
、
と
の
二
者

択
一
的
場
合
分
け
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
客
は
、
一
旦
そ
こ
か
ら
白
を
知

覚
す
る
対
象
物
を
獲
得
し
た
以
上
、
そ
の
白
は
場
合
の
如
何
に
よ
ら
ず
常
に
存
続

す
る
筈
で
あ
り
、
堅
を
得
る
場
合
に
は
「
無
白
」
で
あ
る
な
ど
と
は
主
張
し
得

ず
、
同
様
に
堅
を
知
覚
す
る
対
象
物
を
一
度
獲
得
し
た
以
上
、
既
に
そ
の
存
在
を

確
認
さ
れ
た
堅
が
消
滅
す
る
訳
は
な
く
、
い
つ
ま
で
も
対
象
物
中
に
残
留
す
る
筈

で
あ
っ
て
、
臼
を
得
る
場
合
に
は
「
無
堅
」
で
あ
る
と
も
決
し
て
主
張
で
き
な

い
、
と
反
駁
す
る
。
そ
の
上
で
客
は
、
石
は
ま
さ
し
く
こ
の
永
続
す
る
堅
と
白
と

を
並
存
さ
せ
た
状
態
で
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
堅
・
白
・
石
の
三
要

素
に
よ
り
堅
白
石
な
る
認
識
が
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
冒
頭
で
否
定

さ
れ
た
「
堅
白
石
三
」
な
る
思
考
の
是
非
を
再
度
反
問
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
5
　
日
、
硯
不
得
其
所
堅
、
而
得
其
所
白
者
、
無
堅
也
、
柑
不
得
其
所
白
、

　
　
　
　
而
得
其
所
堅
、
得
其
堅
也
、
無
臼
也

　
　
　
　
日
く
、
視
れ
ば
其
の
堅
と
す
る
所
を
得
ず
し
て
、
其
の
白
と
す
る
所
を

　
　
　
　
得
る
者
は
、
堅
無
き
な
り
。
甜
づ
れ
ば
其
の
白
と
す
る
所
を
得
ず
し

　
　
　
　
て
、
其
の
堅
と
す
る
所
を
得
る
。
其
の
堅
を
得
る
や
、
白
無
き
な
り
。

　
⑧
に
於
て
は
、
公
孫
龍
は
単
に
「
堅
」
と
「
白
」
の
み
を
挙
げ
て
、
根
拠
を
漢

然
と
さ
せ
た
ま
ま
に
そ
の
同
時
認
識
を
否
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ω
に
於
て
客

は
、
そ
こ
か
ら
「
堅
」
と
「
白
」
と
を
知
覚
す
る
対
象
物
を
各
々
「
其
所
堅
」

「
其
所
白
」
と
規
定
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
「
其
所
堅
」
と
「
其
所
白
」
と
の
石
中

に
於
け
る
合
体
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
堅
と
臼
と
を
分
離
せ
ん
と
す
る
公

孫
龍
の
主
張
を
打
ち
破
ろ
う
と
意
図
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
公
孫
龍
は
こ
の
論

難
に
対
抗
す
る
た
め
、
新
た
に
「
硯
」
と
「
甜
」
と
の
認
識
手
段
を
登
場
さ
せ
る

と
共
に
、
自
ら
も
ま
た
「
其
所
堅
」
　
「
其
所
白
」
と
の
術
語
を
用
い
て
、
対
象
物

と
感
覚
器
官
と
知
覚
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
詳
説
し
始
め
る
。
そ
の
論
旨
は
以

下
の
如
く
で
あ
る
。

　
視
覚
に
拠
っ
た
場
合
は
、
堅
を
抽
出
す
る
所
の
対
象
物
は
認
識
で
き
ず
に
、
白

を
抽
出
す
る
所
の
対
象
物
の
み
を
認
識
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
そ
も
そ
も
対
象
物

自
体
が
獲
得
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
堅
な
る
知
覚
も
存
在
し
な
い
。
逆

に
触
覚
に
依
拠
し
た
場
合
に
は
、
白
を
抽
出
す
る
所
の
対
象
物
は
認
識
で
き
ず

に
、
堅
を
抽
出
す
る
所
の
対
象
物
の
み
を
認
識
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
堅
な
る

知
覚
は
獲
得
で
き
る
が
、
白
な
る
知
覚
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
即
ち
こ
こ
に
到
っ
て
公
孫
龍
は
、
従
来
白
と
堅
と
は
二
者
択
一
的
に
し
か
獲
得

sokyu
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で
き
な
い
と
主
張
し
て
き
た
理
由
が
、
各
々
の
知
覚
を
管
轄
す
る
感
覚
器
官
の
相

違
に
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
訳
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
日
、
天
下
無
白
、
不
可
以
硯
石
、
天
下
無
堅
、
不
可
以
謂
石
、
堅
白
石

　
　
　
　
不
相
外
、
藏
三
可
乎

　
　
　
　
日
ノ
＼
天
下
に
白
無
け
れ
ば
、
以
て
石
を
視
る
可
か
ら
ず
。
天
下
に
堅

　
　
　
　
無
け
れ
ば
、
以
て
石
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
堅
白
石
は
相
外
に
せ
ず
。
三

　
　
　
　
を
蔵
す
る
は
可
な
ら
ん
か
。

　
先
に
公
孫
龍
が
、
視
覚
に
拠
る
場
合
に
は
堅
な
る
知
覚
が
存
在
せ
ず
、
触
覚
に

拠
る
場
合
に
は
白
な
る
知
覚
が
存
在
し
な
い
と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
客
は
⑥
に

於
て
次
の
如
く
反
撃
す
る
。
あ
な
た
は
、
触
覚
の
場
合
は
「
無
白
」
で
堅
石
の
み

が
知
覚
さ
れ
、
視
覚
の
場
合
は
「
無
堅
」
で
白
石
の
み
が
知
覚
さ
れ
る
と
言
う

が
、
も
し
実
際
に
「
天
下
無
白
」
だ
と
す
れ
ば
堅
石
の
石
が
視
認
さ
れ
ず
、
他
方

「
天
下
無
堅
」
な
の
で
あ
れ
ば
今
度
は
白
石
の
石
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
あ
な
た
の
理
論
で
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
そ
も
そ
も
石
な
る

認
識
自
体
が
成
立
し
得
ず
、
従
っ
て
前
記
の
場
合
分
け
は
自
己
矛
盾
に
陥
る
の
で

は
な
い
か
、
と
。
客
は
こ
う
し
た
反
論
を
前
提
に
据
え
た
上
で
、
堅
と
白
と
石
の

三
者
は
決
し
て
相
互
に
排
除
し
合
う
こ
と
な
く
結
合
し
て
お
り
、
故
に
堅
白
石
な

る
一
個
の
認
識
が
堅
。
臼
・
石
の
三
構
成
要
素
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
の
理
解
は

可
能
で
は
な
い
の
か
、
と
重
ね
て
「
堅
白
石
三
」
を
主
張
す
る
。

　
　
ω
　
日
、
有
自
藏
也
、
非
藏
而
藏
也

　
　
　
　
　
　
み
ず
か
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
　
　
　
日
く
、
自
ら
蔵
る
る
こ
と
有
る
な
り
。
蔵
す
る
に
非
ず
し
て
蔵
る
る
な

　
　
　
　
り
◎

　
「
非
藏
而
藏
」
と
の
表
現
か
ら
、
ω
に
於
て
公
孫
龍
が
「
藏
」
に
二
種
類
の
区

別
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
申
「
非
藏
」
と
し
て
否
定
さ

堅
　
　
白

石
　
　
　
（
浅
野
）

れ
て
い
る
最
初
の
藏
は
、
㈹
の
最
後
で
客
が
述
べ
た
「
藏
三
可
乎
」
の
蔵
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
番
目
の
蔵
が
「
自
藏
」
を
意
味
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
確
実
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
公
孫
龍
は
、
他
動
詞
と
し
て
の
「
藏
三
」
と
対
立
す

る
も
の
と
し
て
、
自
動
詞
と
し
て
の
「
自
藏
」
を
提
出
し
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
更
に
こ
の
両
者
の
間
に
は
、
他
動
詞
と
自
動
詞
と
の
区
別
の
他
に
、
　
「
藏
」

の
意
味
内
容
自
体
の
相
違
も
存
在
し
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、

客
が
堅
白
石
は
堅
と
臼
と
石
と
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
す
る
の
に
対
抗
し
て
、
公

孫
龍
が
堅
と
白
と
は
自
ら
石
に
内
在
し
て
い
る
と
主
張
し
た
と
解
す
る
な
ら
ば
、

事
実
上
公
孫
龍
と
論
難
者
と
の
争
点
は
ほ
と
ん
ど
解
消
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
後
に
公
孫
龍
が
「
離
也
者
藏
也
」
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

「
自
藏
」
の
蔵
と
は
表
面
に
現
わ
れ
ず
に
隠
れ
る
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
即
ち
公
孫

龍
は
、
ω
に
於
て
客
が
言
う
如
く
、
堅
白
石
が
三
個
の
要
素
を
内
在
さ
せ
て
い
る

の
で
は
な
く
し
て
、
堅
や
白
自
身
が
石
に
発
現
せ
ず
そ
の
性
質
を
隠
蔽
す
る
こ
と

が
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
⑧
　
日
、
其
白
也
、
其
堅
也
、
而
石
必
得
以
相
盛
盈
、
其
自
藏
奈
何

　
　
　
　
日
く
、
其
の
白
や
、
そ
の
堅
や
、
而
ち
石
必
ず
以
て
相
盛
盈
す
る
を
得

　
　
　
　
る
。
其
の
自
ち
蔵
る
る
と
は
奈
何
。

　
ω
を
承
け
て
、
客
は
次
の
如
く
反
論
す
る
。
白
な
る
属
性
や
堅
な
る
属
性
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

一
個
の
石
中
に
必
ず
相
共
に
余
す
所
な
く
充
満
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
な
の

に
、
堅
や
臼
自
身
が
そ
の
性
質
を
隠
し
て
石
中
に
発
現
し
な
い
生
言
う
の
は
、
一

体
如
何
な
る
訳
か
、
と
。
こ
う
し
た
発
言
か
ら
、
客
は
ω
に
於
て
公
孫
龍
が
突
如

持
ち
出
し
て
き
た
「
自
藏
」
の
内
容
が
自
己
の
用
い
た
蔵
の
意
味
と
は
異
な
り
、

堅
や
白
自
身
が
性
質
を
隠
す
と
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
即
座
に
察
知
し
た
上
で
、

そ
の
理
由
を
提
示
せ
よ
と
追
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
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堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

　
　
⑨
　
日
、
得
其
白
、
得
其
堅
、
見
興
不
見
離
、
不
見
離
、
一
一
不
相
盈
、
故

　
　
　
　
離
、
離
也
者
藏
也

　
　
　
　
日
く
、
其
の
臼
を
得
、
其
の
堅
を
得
る
。
見
と
不
見
と
は
離
る
。
不
見

　
　
　
　
は
離
る
と
は
、
一
一
相
盈
た
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
離
る
。
離
な
る
者
と

　
　
　
　
　
か
く

　
　
　
　
は
蔵
る
る
な
り
。

　
視
覚
に
よ
っ
て
白
な
る
知
覚
を
獲
得
し
、
一
方
触
覚
に
よ
っ
て
堅
な
る
知
覚
を

獲
得
す
る
。
今
視
覚
を
基
準
に
据
え
た
場
合
、
白
は
視
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

堅
は
視
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
経
由
す
る
感
覚
器
官
を
異
に
す
る
こ
の
異

質
な
両
者
は
乖
離
し
て
い
る
。
視
覚
を
基
準
と
し
た
場
合
、
見
え
ざ
る
堅
の
側
が

分
離
す
る
生
言
う
の
は
、
視
覚
を
通
す
際
に
は
、
白
な
る
性
質
と
堅
な
る
性
質
と

が
石
中
に
共
に
充
満
し
て
い
た
り
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
は
乖
離

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
乖
離
と
云
う
こ
と
こ
そ
が
、
先
に
ω
で
述
べ
た

「
自
藏
」
、
即
ち
堅
と
白
と
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
必
ず
他
方
と
分
離
し
て
そ
の
性

質
を
隠
す
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
客
か
ら
「
自
藏
」
の
根
拠
を
問
わ
れ
た

公
孫
龍
は
、
以
上
の
如
く
応
答
す
る
。

　
こ
の
⑨
の
論
理
展
開
は
、
一
見
既
出
の
⑤
に
類
似
し
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に

は
微
妙
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。
⑧
や
㈹
に
於
て
は
、
公
孫
龍
は
堅
と
白
の
知

覚
状
況
を
、
相
互
に
「
無
堅
」
　
「
無
臼
」
で
あ
る
、
と
表
現
し
て
き
た
。
こ
れ
が

客
か
ら
は
、
た
と
え
限
定
さ
れ
た
場
合
内
に
於
て
で
は
あ
っ
て
も
、
堅
や
白
の
存

在
自
体
を
否
定
す
る
も
の
と
受
け
取
ら
れ
、
ω
や
㈹
の
反
論
を
引
き
起
す
原
因
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
⑨
に
到
る
と
、
彼
は
上
記
の
誤
解
を
生
じ
易
い

「
無
堅
」
　
「
無
白
」
と
の
表
現
を
一
切
使
用
せ
ず
に
、
堅
と
白
の
存
在
を
常
に
容

認
し
た
上
で
、
相
互
の
乖
離
を
示
す
「
離
」
に
論
点
を
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
碩
向
は
最
後
ま
で
引
き
続
い
て
維
持
さ
れ
る
。

　
　
⑩
　
日
、
石
之
白
、
石
之
堅
、
見
與
不
見
、
二
與
三
、
若
廣
惰
而
相
盈
也
、

　
　
　
　
其
非
撃
乎

　
　
　
　
日
く
、
石
の
白
、
石
の
堅
は
、
見
と
不
見
な
る
も
、
二
と
三
と
は
、
広

　
　
　
　
修
の
若
く
し
て
相
盈
っ
る
な
り
。
其
れ
挙
ぐ
る
に
非
ざ
る
か
。

　
⑨
に
於
て
公
孫
龍
が
、
堅
と
白
の
存
在
を
各
々
認
め
た
上
で
、
経
由
す
る
感
覚

器
官
の
相
違
を
根
拠
に
両
者
の
乖
離
を
主
張
し
始
め
た
の
に
対
抗
し
て
、
客
は
た

だ
ち
に
次
の
如
く
論
駁
す
る
。

　
石
の
白
な
る
属
性
と
堅
な
る
属
性
と
の
間
に
は
、
確
か
に
公
孫
龍
が
指
摘
す
る

如
く
、
視
覚
を
基
準
に
取
れ
ば
見
と
不
見
と
の
質
的
相
違
が
存
在
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
堅
と
石
も
し
く
は
白
と
石
と
云
っ
た
二
要
素
の
組
み
合
せ
か
ら
な

る
堅
石
や
白
石
と
、
堅
と
白
と
石
と
の
三
要
素
か
ら
な
る
堅
白
石
と
の
関
係
は
、

恰
も
面
積
中
に
縦
。
横
の
長
さ
が
同
時
に
包
含
さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
っ
て
、
堅

白
石
の
中
に
は
堅
石
な
る
性
質
と
白
石
な
る
性
質
と
が
必
ず
同
時
に
充
満
し
て
い

る
。
即
ち
、
長
さ
と
面
積
と
が
そ
の
質
的
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
一
平
面
上
に

並
存
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
堅
と
白
と
の
質
的
相
違
が
直
ち
に
両
者

の
同
時
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
繋
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
堅
白

石
か
ら
堅
。
白
一
石
の
三
要
素
を
同
時
に
抽
出
す
る
思
考
こ
そ
、
正
し
い
抽
出
の

仕
方
で
は
な
い
の
か
、
と
。

　
　
ω
　
日
、
物
白
焉
、
不
定
其
所
臼
、
物
堅
焉
、
不
定
其
所
堅
、
不
定
者
兼
、

　
　
　
　
　
（
注
4
）

　
　
　
　
悪
乎
其
石
也

　
　
　
　
日
く
、
物
の
白
き
は
、
其
の
白
と
す
る
所
を
定
め
ず
。
物
の
堅
き
は
、

　
　
　
　
其
の
堅
と
す
る
所
を
定
め
ず
。
定
め
ざ
る
者
は
兼
ぬ
る
。
悪
ん
ぞ
其
れ

　
　
　
　
石
な
ら
ん
や
。

　
従
来
公
孫
龍
は
、
視
覚
を
通
す
白
と
触
覚
を
通
す
堅
と
は
乖
離
す
る
と
主
張
し
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続
け
て
き
た
。
こ
れ
に
対
す
る
客
の
論
難
も
ま
た
、
堅
と
白
と
が
共
に
石
に
内
在

す
る
属
性
で
あ
る
点
を
論
拠
に
、
両
者
の
分
離
を
否
定
せ
ん
と
す
る
姿
勢
で
一
貫

し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ω
に
到
る
と
、
公
孫
龍
は
突
如
と
し
て
全
く
新

た
な
思
考
を
登
場
さ
せ
、
半
ば
膠
着
状
態
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
論
理

展
開
を
大
き
く
転
換
せ
さ
よ
う
と
す
る
。

　
そ
の
新
た
な
思
考
と
は
、
堅
や
白
を
客
の
如
く
石
に
内
在
す
る
属
性
と
理
解
す

る
の
で
は
な
く
、
本
来
全
て
の
対
象
物
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
公
孫
龍
は
語
る
。
物
の
白
さ
は
、
臼
さ
を
発
現
す
る
対
象
物
を
限
定
し
な

い
。
物
の
堅
さ
は
、
堅
さ
を
発
現
す
る
対
象
物
を
限
定
し
な
い
。
対
象
物
を
限
定

し
な
い
も
の
は
、
万
物
全
て
に
対
し
て
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る
。
ど
う
し
て
石
に

の
み
隈
定
さ
れ
よ
う
か
、
と
。

　
こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
公
孫
龍
の
思
考
は
、
白
や
堅
の
働
き
が
、
本
釆
そ
の
性
質

を
発
現
す
る
対
象
物
を
限
定
し
な
い
普
遍
性
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
堅

は
飽
く
ま
で
「
石
之
堅
」
で
あ
り
、
白
は
飽
く
ま
で
「
石
之
白
」
で
あ
る
と
し

て
、
堅
。
白
の
石
中
封
鎖
か
ら
両
者
の
石
中
同
時
存
在
を
論
証
せ
ん
と
す
る
客
の

立
場
と
は
、
思
考
基
盤
が
根
底
か
ら
異
る
こ
と
が
初
め
て
示
唆
さ
れ
た
訳
で
あ

る
。
た
だ
し
こ
の
ω
に
於
て
は
、
堅
や
白
の
普
遍
的
性
格
に
重
点
が
置
か
れ
、
対

象
物
を
特
定
し
な
い
場
合
の
堅
・
白
の
存
在
形
態
が
不
鮮
明
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て

い
る
た
め
、
両
者
の
相
違
が
決
定
的
な
形
で
露
呈
す
る
ま
で
に
は
、
な
お
数
次
に

亙
る
論
戦
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
　
⑫
日
、
循
石
、
非
彼
無
石
、
非
石
無
所
取
乎
白
、
石
不
相
離
者
、
固
乎

　
　
　
　
然
、
其
無
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
日
く
、
石
を
循
づ
る
に
、
彼
に
非
ざ
れ
ば
石
無
し
。
石
に
非
ざ
れ
ば
白

　
　
　
　
を
取
る
所
無
し
。
石
の
相
離
れ
ざ
る
は
固
よ
り
然
り
。
其
れ
已
む
こ
と

　
　
　
　
堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

　
　
　
　
無
し
。

　
公
孫
龍
が
堅
と
白
と
が
乖
離
す
る
論
拠
と
し
て
、
更
に
堅
・
白
と
石
と
の
分
離

ま
で
を
も
唱
え
始
め
た
こ
と
に
対
抗
し
、
客
は
再
び
堅
。
白
と
石
と
の
結
合
を
意

図
す
る
。
石
を
撫
で
る
場
合
、
堅
さ
を
媒
介
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も

石
の
存
在
自
体
が
認
識
さ
れ
ず
、
ま
た
堅
に
よ
っ
て
存
在
を
知
覚
し
た
そ
の
石
を

具
体
的
対
象
物
と
せ
ず
に
は
、
白
さ
も
そ
の
性
質
を
発
現
す
べ
き
場
を
喪
う
。
故

に
、
も
と
も
と
堅
や
臼
は
石
と
不
可
分
の
状
態
に
あ
る
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
従
っ
て
こ
の
三
者
の
結
合
関
係
は
、
一
瞬
た
り
と
も
杜
絶
す
る
こ
と
は
な

い
。
以
上
が
ω
に
対
す
る
客
の
反
論
で
あ
る
。

）31（

日
、
於
石
一
也
、
堅
白
二
也
、
而
在
於
石
、
故
有
知
焉
、
有
不
知
焉
、

　
　
　
　
　
（
注
5
）

有
見
焉
、
有
不
兄
焉
、
故
知
與
不
知
相
興
離
、
見
與
不
見
相
與
藏
、

藏
、
故
執
謂
之
不
離

日
く
、
石
に
於
け
る
は
一
な
り
。
堅
臼
は
二
な
り
。
而
し
て
石
に
在

り
。
故
に
知
る
有
り
。
知
ら
れ
ざ
る
有
り
。
見
ゆ
る
有
り
。
見
え
ざ
る

有
り
。
故
に
知
る
と
知
ら
れ
ざ
る
と
は
相
与
に
離
れ
、
見
ゆ
る
と
見
え

ざ
る
と
は
相
与
に
蔵
る
。
蔵
る
。
故
に
執
れ
か
之
を
離
れ
ず
と
謂
わ
ん
。

　
飽
く
ま
で
堅
と
白
と
は
石
中
に
封
鎖
さ
れ
て
い
る
と
執
鋤
に
喰
い
下
る
論
難
者

に
対
し
て
、
公
孫
龍
は
以
下
の
如
く
自
説
を
展
開
す
る
、

　
確
か
に
堅
。
臼
が
性
質
を
発
現
す
る
場
と
し
て
の
石
の
存
在
は
一
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
堅
と
白
と
は
前
に
ω
で
指
摘
し
た
如
く
、
本
来
は
石
と
は
遊
離
し
て
別

々
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
両
者
が
一
個
の
石
中
に
宿
る
の
で
あ
る
か

ら
、
当
然
触
覚
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
（
堅
）
と
知
ら
れ
な
い
こ
と
（
白
）
と

が
あ
り
、
ま
た
視
覚
を
通
し
て
見
え
る
こ
と
（
白
）
と
見
え
な
い
こ
と
（
堅
）
と

が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
釆
異
質
か
つ
別
個
の
も
の
が
、
交
互
に
一
個
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堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

の
石
中
に
宿
っ
た
と
云
う
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
両
者
の
発
現
す

る
場
は
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、
や
は
り
触
覚
に
よ
り
知
ら
れ
る
こ
と
（
堅
）
と

知
ら
れ
な
い
こ
と
（
白
）
と
は
相
互
に
分
離
し
、
視
覚
に
よ
っ
て
見
え
る
こ
と

（
臼
）
と
見
え
な
い
こ
と
（
堅
）
と
は
相
互
に
そ
の
姿
を
隠
す
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
常
に
一
方
は
性
質
を
現
わ
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
両
者

は
離
れ
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
。

　
堅
。
臼
の
石
中
同
時
存
在
を
唱
え
て
止
む
こ
と
の
な
い
客
に
対
し
て
、
公
孫
龍

は
堅
一
白
が
同
一
の
場
に
発
現
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
堅
と
白
と
が
二
者
択
一
的
に
し
か
認
識
で
き
な
い
と
す
る
彼
の
態
度
は
、
依

然
と
し
て
揺
が
な
い
。
公
孫
龍
は
既
に
ω
で
表
明
し
た
如
く
、
堅
や
白
を
石
に
内

在
す
る
石
固
有
の
属
性
と
は
考
え
ず
に
、
本
来
石
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
存
在
と

理
解
す
る
。
故
に
そ
う
し
た
堅
は
、
手
な
る
感
覚
器
官
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
、
し
か
も
手
が
石
に
触
れ
て
い
る
間
だ
け
、
石
中
に
そ
の
性
質
を
発
現
す
る
。

同
様
に
、
白
は
目
が
石
を
視
認
し
て
い
る
期
間
に
限
っ
て
、
石
中
に
宿
る
こ
と
に

な
る
。
従
っ
て
発
現
す
る
場
所
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
堅
と
臼
と
が
並
存

す
る
事
態
は
起
こ
り
得
ず
、
単
に
同
一
の
場
に
交
互
に
そ
の
姿
を
現
わ
す
と
云
う

に
過
ぎ
な
い
。
公
孫
龍
は
以
上
の
理
由
か
ら
、
や
は
り
堅
白
石
な
る
認
識
は
形
成

さ
れ
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
ω
　
日
、
目
不
能
堅
、
手
不
能
白
、
不
可
謂
無
堅
、
不
可
謂
無
白
、
其
異
任

　
　
　
　
也
、
其
無
以
代
也
、
堅
白
域
於
石
、
悪
乎
離

　
　
　
　
日
く
、
目
は
堅
を
能
く
せ
ず
、
手
は
白
を
能
く
せ
ざ
る
も
、
堅
無
し
と

　
　
　
　
は
謂
う
可
か
ら
ず
、
白
無
し
と
は
謂
う
可
か
ら
ず
。
其
の
任
を
異
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

　
　
　
　
れ
ば
な
り
。
其
れ
以
て
代
る
こ
と
無
き
な
り
。
堅
。
臼
は
石
に
域
ら

　
　
　
　
る
。
悪
ん
ぞ
離
れ
ん
。

　
ω
⑱
に
於
け
る
公
孫
龍
の
論
旨
は
、
堅
と
臼
と
が
本
来
別
個
に
独
立
し
、
か
つ

石
よ
り
遊
離
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
、
感
覚
器
官
を
異
に
す
る
異
質
な
両
者

は
、
決
し
て
石
中
に
並
存
し
な
い
こ
と
、
の
二
点
に
あ
っ
た
。
以
下
客
は
、
こ
の

二
点
に
対
し
て
最
後
の
反
論
を
試
み
る
。

　
確
か
に
公
孫
龍
の
主
張
す
る
如
く
、
目
な
る
感
覚
器
官
は
堅
を
知
覚
で
き
ず
、

手
な
る
感
覚
器
官
は
白
を
知
覚
で
き
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ

は
直
ち
に
視
覚
を
通
す
間
は
石
中
に
堅
な
る
性
質
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
触
覚
を
通

す
際
は
石
中
に
白
な
る
性
質
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
た
だ
単
に
感
覚
器
官
が
各
々
任
務
を
異
に
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ

ず
、
手
が
視
覚
の
任
務
を
代
行
し
た
り
、
目
が
触
覚
の
任
務
を
代
行
し
た
り
し
な

い
の
は
、
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
も
と
よ
り
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
堅
と
白
と

は
共
に
そ
の
存
在
が
石
中
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
故
に
各
々
経
由
す
る
感
覚
器
官

が
異
な
る
か
ら
と
云
っ
て
、
相
互
に
分
離
し
た
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
即
ち
客
は
、
第
一
点
に
対
し
て
は
「
堅
白
域
於
石
」
と
反
駁
し
、
第
二
点
に
関

し
て
は
、
　
「
其
異
任
也
」
と
、
経
由
す
る
感
覚
器
官
の
相
違
が
堅
一
白
の
分
離
と

は
無
関
係
で
あ
る
と
反
撃
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
日
、
堅
未
與
石
爲
堅
、
而
物
乗
、
未
與
爲
堅
、
而
堅
必
堅
、
其
不
堅
石

　
　
　
　
物
而
堅
、
天
下
未
有
若
堅
、
而
堅
藏
、
臼
固
不
能
自
白
、
悪
能
白
石
物

　
　
　
　
乎
、
若
白
者
必
白
、
則
不
臼
物
而
白
焉
、
黄
黒
與
之
然
、
石
其
無
有
、

　
　
　
　
悪
取
堅
白
石
乎
、
故
離
、
離
也
者
因
是
、
力
興
知
、
果
不
若
因
是

　
　
　
　
日
く
、
堅
は
未
だ
石
に
与
し
て
堅
為
ら
ず
。
而
し
て
物
兼
ね
ら
る
。
未

　
　
　
　
だ
与
に
堅
為
ら
ざ
る
も
、
而
し
て
堅
は
必
ず
堅
な
り
。
其
の
石
。
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
堅
く
せ
ず
し
て
而
も
堅
な
り
。
天
下
に
未
だ
若
の
堅
有
ら
ざ
れ
ば
、
而

　
　
　
　
ち
堅
は
蔵
る
。
白
固
よ
り
自
ら
白
た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
悪
ん
ぞ
能
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く
石
一
物
を
白
く
せ
ん
や
。
若
の
白
な
る
者
必
ず
白
な
れ
ば
、
則
ち
物

　
　
　
　
を
白
く
せ
ず
し
て
而
も
白
な
り
。
黄
・
黒
も
之
と
然
り
。
石
其
れ
有
る

　
　
　
　
こ
と
無
し
。
悪
ん
ぞ
堅
白
石
に
取
ら
ん
や
。
故
に
離
る
る
な
り
。
離
な

　
　
　
　
る
者
は
是
に
因
る
。
力
と
知
も
、
果
た
し
て
是
に
因
る
に
若
か
ず
。

　
客
が
㈹
に
於
て
「
堅
臼
域
於
石
」
「
其
異
任
也
」
と
反
論
し
た
の
に
対
し
て
、

公
孫
龍
は
先
に
ω
⑯
で
提
示
し
た
論
旨
を
更
に
詳
細
に
解
説
せ
ん
と
す
る
。

　
堅
は
石
に
宿
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
堅
と
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
万
物

全
て
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
未
だ
物
に
宿
っ
て
物
に
そ
の
堅
な
る
性

質
を
発
現
し
な
い
段
階
に
於
て
も
、
堅
は
そ
れ
自
身
既
に
堅
で
あ
る
。
そ
れ
は
た

と
え
石
や
物
を
堅
く
し
な
い
と
し
て
も
既
に
堅
な
の
で
あ
る
。
視
覚
の
働
き
に
よ

っ
て
そ
の
物
に
発
現
す
る
以
前
の
堅
を
捕
捉
し
な
い
間
は
、
堅
は
石
中
に
そ
の
性

質
を
現
わ
す
こ
と
な
く
隠
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
臼
が
物
と
無
関
係
に
本

来
そ
れ
自
身
で
白
で
あ
り
得
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
白
は
一
体
ど
う

し
て
石
や
物
を
白
く
し
た
り
で
き
よ
う
か
。
こ
の
物
に
発
現
す
る
以
前
の
白
は
、

そ
れ
自
身
既
に
白
な
の
で
あ
っ
て
、
物
に
そ
の
性
質
を
顕
す
以
前
の
段
階
に
於
て

既
に
白
な
の
で
あ
る
。
黄
色
や
黒
色
の
場
合
も
こ
れ
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
か
く

の
如
く
堅
や
白
が
物
か
ら
全
く
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
以
上
、
石
の
存
在
は
本
来

堅
や
白
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
ど
う
し
て
堅
や
白
を
石
に
内
在
す
る
石
固
有
の
属

性
と
し
て
、
堅
白
石
の
中
に
の
み
限
定
し
て
知
覚
し
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
堅
や

白
が
元
采
石
と
は
無
関
係
に
か
つ
個
々
独
立
し
て
存
在
し
、
目
や
手
を
経
由
し
た

時
の
み
各
々
交
互
に
石
中
に
発
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
異
質
な
こ
の

両
者
が
一
個
の
石
中
に
並
存
す
る
こ
と
は
な
く
、
堅
と
白
と
は
必
ず
相
互
に
分
離

す
る
の
で
あ
る
。
私
が
説
く
所
の
「
離
」
と
は
、
以
上
の
理
由
に
基
づ
く
の
で
あ

る
。
あ
の
力
と
知
と
の
関
係
も
、
結
局
こ
の
堅
・
白
の
関
係
と
同
様
、
本
来
両
者

堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

が
異
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
相
互
分
離
を
理
由
と
し
て
説
明
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。

　
こ
の
㈹
で
は
、
最
初
に
堅
・
臼
が
物
か
ら
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
の
ω
に
到
っ
て
初
め
て
登
場
し
て
き
た
思
考
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
ω
で
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
対
象
物
を
限
定
し
な
い
普
遍
的
性
格

か
ら
更
に
論
旨
を
進
め
て
、
対
象
物
か
ら
遊
離
し
た
状
態
で
の
堅
・
白
の
本
来
的

存
在
形
態
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
孫
龍
は
堅
や
白
を
対
象

物
に
限
定
さ
れ
な
い
普
遍
性
を
持
ち
、
か
つ
物
に
関
わ
り
な
く
そ
れ
自
身
で
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

す
る
実
体
、
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
ず
こ
の
点
に
於
て
、

堅
と
白
を
石
中
に
密
封
さ
れ
た
属
性
と
理
解
す
る
論
難
者
と
の
間
に
は
、
根
本
的

な
見
解
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
⑯
の
末
尾
に
示
さ
れ
る
「
力
與
知
、
果
不
若
因
是
」
と
の
一
文
は
難
解
で
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

来
様
々
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
　
『
墨
子
』
経
説
下
篇
に
「
撃
不

重
、
不
與
蔵
、
非
力
之
任
也
、
爲
握
者
之
願
倍
、
非
智
之
任
也
、
若
耳
目
異
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
筋
力
と
知
慧
と
が
本
来
異
質
の
働
き
で
あ
る
こ
と
を
指
す
菱
言

　
　
　
（
注
8
）

と
考
え
ら
れ
る
。
戦
国
期
の
論
理
学
派
の
間
で
は
、
力
と
知
と
の
関
係
が
論
題
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
力
と
知
と
の
相
違
を
、
墨
弁
の

如
く
単
に
「
若
耳
目
異
」
と
し
た
の
で
は
、
論
難
者
の
「
其
任
異
也
」
と
す
る
立

場
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
公
孫
龍
は
力
と
知
と
の
間
に
、
よ
り
深
刻
な
断
絶
を
設

定
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
公
孫
龍
は
、
堅
・
白
の
場
合
と
同

様
、
力
と
知
と
を
対
象
物
を
限
定
し
な
い
普
遍
性
を
持
ち
、
各
々
そ
れ
自
身
で
独

立
に
存
在
す
る
実
体
と
把
え
、
両
者
が
一
個
の
身
体
中
に
並
存
す
る
こ
と
を
否
定

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
堅
・
白
の
本
来
的
存
在
形
態
が
、
如
何
な
る
理
由

sokyu



　
　
　
　
　
堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

　
に
よ
り
堅
と
白
と
の
相
互
分
離
を
主
張
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
の
か
が
、
次
に
問

　
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
㈲
⑨
㈹
等
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

　
発
言
に
よ
っ
て
、
公
孫
龍
が
そ
の
原
因
を
経
由
す
る
感
覚
器
官
の
相
違
に
求
め
て

　
い
た
こ
と
だ
け
は
、
既
に
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
経
由
す
る
感
覚
器
官
の

　
相
違
が
、
何
故
に
堅
一
白
の
同
時
認
識
を
妨
げ
る
程
の
決
定
的
要
因
と
な
る
の

　
か
、
そ
の
論
拠
が
今
一
つ
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
そ
う

　
し
た
暖
昧
さ
が
「
其
任
異
也
」
と
の
客
の
論
駁
を
誘
発
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
特
に
公
孫
龍
が
、
㈹
に
於
て
「
於
石
也
一
、
堅
白
二
也
、
而
在
於
石
」
と
、
堅

　
と
白
と
が
発
現
す
る
場
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
点

　
に
関
す
る
疑
念
は
一
層
強
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
一
個
の
石
を
、
目
で
見
る

　
と
同
時
に
手
で
触
れ
た
場
合
に
は
、
堅
と
白
と
が
共
に
同
一
石
中
に
宿
り
、
そ
こ

　
に
堅
臼
石
な
る
統
合
認
識
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
残
る
こ
と
は
、
当
然
予
想
さ

　
れ
る
。

　
　
公
孫
龍
の
こ
の
点
に
関
す
る
説
明
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
い
が
、
彼
が
そ
う

し
た
可
能
性
を
さ
え
承
認
し
よ
う
と
し
な
い
論
拠
は
、
彼
の
認
識
主
体
に
対
す
る

思
考
の
中
に
あ
ろ
う
。
た
と
え
堅
と
白
と
が
経
由
す
る
感
覚
器
官
を
異
に
す
る
と

し
て
も
、
そ
の
異
質
な
両
者
を
同
時
に
知
覚
し
得
る
認
識
主
体
が
存
在
す
る
場
合

．
に
は
、
な
お
堅
白
石
な
る
認
識
は
形
成
可
能
な
筈
で
あ
る
。
公
孫
龍
が
そ
う
し
た

統
合
的
認
識
主
体
の
存
在
を
も
否
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
彼
の
再
三

に
亙
る
主
張
か
ら
確
認
し
得
る
。
即
ち
、
　
「
得
其
白
、
得
其
堅
、
見
與
不
見
離
」

⑨
と
か
「
知
輿
不
知
相
與
離
、
見
興
不
見
相
與
藏
」
㈱
等
の
論
理
は
、
堅
。
白
の

石
か
ら
の
分
離
。
独
立
の
み
な
ら
ず
、
更
に
視
覚
と
触
覚
と
を
同
時
に
統
合
す
る

認
識
主
体
が
存
在
し
な
い
と
す
る
思
考
を
背
景
に
し
て
こ
そ
、
初
め
て
成
立
が
可

能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
後
の
㈹
の
記
述
に
提
示
さ
れ
る
如
ノ
＼
公
孫
龍
は
堅
↓
手
↓
神
（
認
識
主
体
）

と
白
↓
目
↓
神
と
の
二
通
り
の
経
路
を
平
行
的
に
設
定
し
、
神
に
両
者
を
統
合
す

る
働
き
を
認
め
て
い
な
い
。
つ
ま
り
公
孫
龍
に
於
て
は
、
認
識
主
体
は
常
に
一
方

の
認
識
経
路
と
し
か
接
続
せ
ず
、
よ
し
ん
ば
目
で
見
る
と
同
時
に
手
で
触
れ
、
二

通
り
の
経
路
が
白
と
堅
と
の
情
報
を
一
時
に
も
た
ら
し
た
と
し
て
も
、
人
間
の
認

識
主
体
は
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
知
覚
し
か
受
容
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
神
が
統
合
能
力
を
持
た
な
い
こ
と
は
、
人
間
の
側
に
属
す
る
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
結
局
そ
れ
は
既
に
認
識
以
前
の
段
階
に
於
て
堅
と
白
と
が
一
個

の
石
中
に
並
存
で
き
な
い
、
と
の
対
象
世
界
の
側
の
問
題
と
も
な
る
。
こ
う
し
た

対
象
世
界
と
そ
れ
を
認
識
す
る
人
間
の
側
と
の
複
雑
な
相
関
関
係
を
内
容
と
す
る

公
孫
龍
の
思
考
に
対
し
て
、
彼
が
そ
れ
を
表
面
に
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
客
は
ひ
た
す
ら
、
対
象
世
界
の
側
に
於
て
既
に
堅
一
臼
が
石
中
に
並
存
し
て

い
る
と
の
論
拠
か
ら
、
両
者
の
同
時
認
識
が
可
能
で
あ
る
と
反
論
し
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
実
は
公
孫
龍
の
場
合
に
は
、
既
に
全
本
性
を
確
保
し
て
存
在
す
る
対
象
世

界
の
実
相
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
人
間
が
受
容
し
認
識
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、

人
間
の
認
識
能
カ
が
異
な
る
認
識
経
路
を
統
合
し
得
ぬ
そ
の
固
有
の
性
格
に
応
じ

て
、
対
象
世
界
か
ら
特
定
の
対
象
を
選
択
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
人

間
の
獲
得
し
た
認
識
は
、
対
象
世
界
の
実
在
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
一
旦
人

間
の
認
識
能
力
の
限
界
性
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
主
観
的
に
構
成
し
直
さ
れ
た
限

定
的
認
識
と
な
る
。
公
孫
龍
に
於
て
は
、
堅
と
臼
と
は
石
と
は
無
関
係
に
独
立
し

て
お
り
、
そ
も
そ
も
対
象
世
界
の
側
に
於
て
堅
臼
石
な
る
対
象
物
自
体
が
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
対
象
世
界
の
側
に
於
て
同
一
の
石
中
に
堅
・
白
が
並

存
で
き
な
い
原
因
も
ま
た
、
人
間
の
認
識
能
力
の
側
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
堅
臼
石
な
る
統
合
認
識
は
成
立
し
な
い
と
す
る
公
孫
龍
の
思
考
は
、
こ
の
⑯
に

sokyu
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到
っ
て
遂
に
そ
の
全
貌
を
現
わ
し
て
き
た
。
彼
の
理
論
は
、
堅
や
臼
は
石
に
内
在

す
る
属
性
で
は
な
く
し
て
、
本
来
物
と
は
無
関
係
に
独
立
し
て
存
在
す
る
実
体
で

あ
り
、
ま
た
経
由
す
る
感
覚
器
官
を
異
に
す
る
知
覚
を
統
合
し
て
認
識
す
る
主
体

は
存
在
し
な
い
、
と
の
二
段
構
え
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
論
争

遇
程
で
は
、
公
孫
龍
は
か
か
る
自
己
の
前
提
を
公
開
せ
ず
、
論
拠
を
小
出
し
に
し

つ
つ
客
の
論
難
に
対
応
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
及
ん
で
両
者
の
立

場
の
相
違
は
決
定
的
な
形
で
露
呈
す
る
。
思
考
基
盤
を
か
く
ま
で
異
に
す
る
以

上
、
両
者
の
間
に
は
最
初
か
ら
議
論
が
平
行
線
を
辿
る
べ
き
埋
め
難
い
隔
絶
が
存

在
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
㈹
　
且
猶
臼
以
目
以
火
見
、
而
火
不
見
、
則
火
興
目
不
見
、
而
楠
見
、
楴
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

　
　
　
　
見
、
而
見
離
、
堅
以
手
而
手
以
撫
、
是
撫
與
手
知
而
不
知
、
而
楴
與
不

　
　
　
　
知
、
楴
乎
是
之
謂
離
焉
、
離
也
者
、
天
下
故
濁
而
正

　
　
　
　
且
つ
猶
白
は
目
と
火
を
以
て
見
る
が
じ
と
き
も
、
而
し
て
火
は
見
ず
。

　
　
　
　
則
ち
火
と
目
と
見
ず
し
て
神
見
る
。
神
も
見
ざ
れ
ば
、
而
ち
見
は
離

　
　
　
　
る
。
堅
は
手
を
以
て
し
手
は
撫
を
以
て
す
。
是
れ
撫
と
手
と
知
り
て
而

　
　
　
　
も
知
ら
ず
。
而
し
て
神
も
与
に
知
ら
ず
。
神
の
是
に
乎
け
る
は
之
を
離

　
　
　
　
と
謂
う
。
離
な
る
者
は
、
天
下
の
故
よ
り
独
に
し
て
正
し
。

　
㈱
に
於
て
、
堅
臼
石
な
る
統
合
認
識
は
成
立
し
な
い
と
す
る
白
己
の
論
理
の
全

容
を
示
し
た
公
孫
龍
は
、
最
後
に
人
間
の
認
識
能
力
に
対
す
る
懐
疑
を
補
足
し

て
、
以
下
の
如
く
堅
臼
論
全
体
を
締
括
る
。

　
そ
の
上
、
臼
は
目
と
光
と
に
よ
っ
て
知
覚
す
る
が
、
光
自
身
は
白
を
知
覚
し
な

い
。
目
は
必
ず
光
の
補
助
を
必
要
と
し
、
ま
た
光
自
体
が
臼
を
知
覚
し
な
い
と
す

れ
ば
、
結
局
光
も
目
も
共
に
そ
れ
の
み
で
は
白
を
知
覚
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
最

終
的
に
は
精
神
が
知
覚
す
る
。
し
か
し
目
や
光
の
助
け
を
失
う
な
ら
ば
、
精
神
も

　
　
　
　
堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

そ
れ
単
独
で
は
白
を
知
覚
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
、
白
な
る
性
質
は
石
中
に
発
現

せ
ず
、
対
象
物
を
限
定
し
な
い
本
来
の
状
態
の
ま
ま
に
、
精
神
か
ら
、
従
っ
て
ま

た
石
か
ら
も
遊
離
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
堅
は
手
に
よ
っ
て
知
覚
す
る
が
、
そ

の
際
手
は
対
象
物
に
触
れ
る
と
云
う
行
為
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
堅
は
手
と
触

れ
る
行
為
と
で
知
覚
す
る
が
、
触
れ
る
行
為
も
手
も
、
各
々
単
独
で
は
堅
を
知
覚

で
き
な
い
。
更
に
精
神
も
、
手
や
触
と
同
様
、
そ
れ
の
み
で
は
堅
を
知
覚
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
精
神
が
感
覚
器
官
や
媒
介
者
か
ら
分
断
さ
れ
て
認
識
が
不
可

能
と
な
り
、
堅
や
臼
が
対
象
物
か
ら
独
立
し
た
本
然
の
姿
の
ま
ま
に
遊
離
す
る
こ

と
を
「
離
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
離
」
な
る
状
態
こ
そ
が
、
世
界
に
於
て

本
釆
的
に
独
立
し
て
い
る
絶
対
的
真
実
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
⑯
で
は
、
対
象
（
堅
一
白
）
↓
媒
介
者
（
撫
・
光
）
↓
感
覚
器
官
（
手
一

目
）
↓
認
識
主
体
（
神
）
と
対
象
認
識
の
経
路
が
示
さ
れ
た
上
で
、
媒
介
者
・
感

覚
器
官
・
認
識
主
体
の
い
ず
れ
も
が
、
各
々
部
分
的
役
割
し
か
果
た
し
得
な
い
限

界
性
が
説
か
れ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
公
孫
龍
が
認
識
主
体
た
る
神
で
す

ら
、
認
識
経
路
上
の
一
部
分
と
し
て
の
制
約
を
免
れ
難
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

　
勿
論
彼
が
「
棉
不
見
」
と
か
「
楠
與
不
知
」
生
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
神
が
常
に

堅
・
白
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
従
来
公
孫
龍
は
、
堅

石
と
白
石
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
二
者
択
一
的
に
認
識
で
き
る
こ
と
は
認
め
て
き
て

お
り
、
㈹
に
於
て
も
、
対
象
↓
媒
介
者
↓
感
覚
器
官
↓
認
識
主
体
と
の
連
繋
が
成

立
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
彼
自
身
に
よ
り
一
旦
肯
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
故
に
「
梯
不
見
」
「
楠
與
不
知
」
な
る
表
現
は
、
認
識
主
体
た
る
べ
き
神

も
、
た
だ
認
識
経
路
上
の
究
極
点
に
位
置
す
る
と
云
う
に
過
ぎ
ず
、
媒
介
者
や
感

覚
器
官
と
連
合
す
る
こ
と
な
し
に
、
単
独
で
対
象
を
認
識
し
得
る
が
如
き
特
別
な
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堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

認
識
能
力
を
持
つ
訳
で
は
な
い
、
と
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
神
の
限
界
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
孫
龍
は
一
体
何
を

訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
精
神
の
働
き
と
離
も
、
闇
の
中
に
色
彩
を
捉

え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
天
上
に
輝
く
星
の
堅
さ
を
知
覚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

か
く
の
如
く
神
が
他
と
分
断
さ
れ
る
時
、
「
其
の
堅
と
す
る
所
を
定
め
ず
」
「
其

の
臼
と
す
る
所
を
定
め
ぬ
」
ま
ま
本
来
独
立
し
て
存
在
す
る
堅
や
白
は
、
対
象
物

に
そ
の
性
質
を
発
現
せ
ず
、
従
っ
て
ま
た
神
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
。
公
孫
龍
は
、
堅
一
臼
が
「
石
・
物
を
堅
く
せ
ず
し
て
而
も
堅
」
で
あ
り
、

「
物
を
臼
く
せ
ず
し
て
而
も
臼
」
で
あ
る
本
来
の
姿
の
ま
ま
に
一
切
の
対
象
物
か

ら
独
立
し
、
人
の
認
識
能
力
の
届
か
ぬ
所
へ
遊
離
す
る
状
態
こ
そ
、
対
象
世
界
の

実
相
で
あ
る
、
と
告
げ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
㈹
の
論
理
は
、
堅
臼
論
に
於
て
初
め
て
認
識
主
体
た
る
神
が
主
題
と
さ
れ

て
い
る
所
に
、
そ
の
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
如
く
、
堅

白
石
な
る
統
合
認
識
は
成
立
可
能
で
あ
る
と
す
る
客
と
の
論
戦
遇
程
か
ら
観
れ

ば
、
彼
が
神
に
関
し
て
力
説
す
べ
き
は
、
む
し
ろ
神
中
に
於
て
堅
石
と
臼
石
と
が

統
合
さ
れ
な
い
と
す
る
点
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
る
に
、
公
孫
龍
は
そ
の
点
に
は

直
擦
言
及
せ
ず
、
そ
れ
が
既
に
自
明
の
理
で
あ
る
か
の
如
く
、
ど
こ
ま
で
も
堅
と

白
を
平
行
的
に
場
合
分
け
す
る
体
裁
の
ま
ま
で
神
を
論
じ
て
い
る
。
結
局
彼
は
、

堅
臼
論
の
最
後
に
於
て
、
神
の
限
界
性
と
絡
め
た
形
で
ω
⑯
の
論
理
を
再
度
繰
り

返
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
堅
臼
石
な
る
統
合
認
識
は
成
立
し
な
い
と
す
る
公
孫
龍
の
理
論

の
中
核
が
、
何
よ
り
も
堅
一
白
を
対
象
物
か
ら
分
離
一
独
立
さ
せ
る
点
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
唆
す
る
と
共
に
、
彼
が
人
間
の
認
識
能
力
に
対
し
て
抱
く
懐
疑
の
深
さ

を
も
物
語
る
。
神
は
媒
介
者
と
感
覚
器
官
と
を
経
由
し
た
情
報
の
み
を
知
覚
で
き

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
単
独
で
は
認
識
上
何
ら
の
働
き
を
も
成
し
得
な
い
。

公
孫
龍
に
と
っ
て
、
神
は
単
に
認
識
経
路
の
最
後
に
位
置
す
る
空
洞
に
過
ぎ
ず
、

決
し
て
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
他
の
認
識
手
段
と
分
断
さ
れ
る

時
、
神
は
た
だ
そ
の
一
切
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
象
世
界
の
中
に
、
虚
し

く
孤
立
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
以
上
、
堅
白
石
を
廻
る
両
者
の
論
争
の
跡
を
追
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ

る
公
孫
龍
の
論
理
構
造
を
見
て
き
た
。
続
い
て
次
節
で
は
、
告
子
と
孟
子
と
の
論

戦
に
登
場
す
る
白
の
性
格
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
堅
臼
論
に
示
さ
れ
た
公
孫

龍
の
認
識
論
の
特
異
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

　
「
性
は
善
無
く
不
善
無
し
」
と
す
る
告
子
と
、
性
善
を
唱
え
る
孟
子
と
は
、
性

の
内
容
を
廻
っ
て
種
々
の
角
度
か
ら
論
議
を
交
え
る
。
こ
れ
か
ら
検
討
を
加
え
よ

う
と
す
る
二
人
の
白
に
対
す
る
見
解
は
、
そ
れ
と
の
関
連
に
於
て
言
及
さ
れ
る
。

　
　
「
告
子
日
く
、
生
を
之
れ
性
と
謂
う
。
孟
子
日
く
、
生
を
之
れ
性
と
謂
う

　
　
　
は
、
猶
白
を
之
れ
白
と
謂
う
が
ご
と
き
か
。
日
く
、
然
り
。
白
羽
の
白

　
　
　
は
、
猶
白
雪
の
臼
の
ご
と
く
、
白
雪
の
白
は
、
猶
臼
玉
の
臼
の
ご
と
き

　
　
　
か
。
日
く
、
然
り
。
然
ら
ば
則
ち
、
犬
の
性
は
、
猶
牛
の
性
の
じ
と
く
、

　
　
　
牛
の
性
は
、
猶
人
の
性
の
ご
と
き
か
」
（
『
孟
子
』
告
子
上
篇
）

　
「
生
之
謂
性
」
と
の
告
子
の
発
言
は
、
各
生
物
か
ら
生
命
を
維
持
す
る
様
相
を

共
通
点
と
し
て
抽
出
し
、
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
普
遍
的
性
格
こ
そ
が
性
な
る
概
念

の
内
容
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
告
子
の
趣
旨
を
察
知
し
た
孟
子
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は
、
こ
れ
に
対
し
「
生
之
謂
性
也
、
猶
臼
之
謂
白
與
」
と
確
認
を
取
ろ
う
と
す

る
。
つ
ま
り
、
冒
頭
の
性
に
対
す
る
定
義
の
仕
方
は
、
た
と
え
ば
白
羽
一
白
雪
・

白
玉
の
各
個
物
か
ら
白
さ
を
共
通
点
と
し
て
抽
出
し
、
そ
う
し
て
求
め
た
普
遍
的

性
格
こ
そ
が
白
な
る
概
念
の
内
容
で
あ
る
と
す
る
の
と
同
一
の
論
理
か
、
と
訊
ね

た
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
孟
子
の
理
解
は
、
ま
さ
し
く
告
子
の
趣
意
と
同
一
で
あ
り
、
当
然
告
子
は

そ
れ
を
承
認
す
る
。
た
だ
し
、
孟
子
が
こ
こ
で
白
の
警
輸
を
持
ち
串
し
て
き
た
の

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
告
子
の
性
に
関
す
る
思
考
を
打
破
せ
ん
と
す
る
意
図
に
よ
る

も
の
で
、
果
た
し
て
彼
自
身
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
い
た
か
ど
う
か
若
干
疑
問
で
は

（
注
1
0
）

あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
と
白
に
関
す
る
隈
り
両
者
の
見
解
は
一
応
の
一
致
を
見
た

訳
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
孟
子
に
よ
り
提
出
さ
れ
告
子
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
白
の
性

格
は
、
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
臼
い
羽
の
白
さ
」
「
白
い
雪

の
白
さ
」
　
「
臼
い
玉
の
臼
さ
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
、
羽
・
雪
。
玉
の
白
い
状
態

は
、
そ
も
そ
も
羽
・
雪
・
玉
の
中
に
各
々
白
さ
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生

す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
臼
羽
之
白
」
1
1

「
白
雪
之
白
」
H
「
白
玉
之
白
」
と
の
関
係
に
於
て
、
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
各
二
番
目
の
白
は
、
結
局
白
羽
・
白
雪
一
白
玉
の
内
部
に
個
別
に
存
在
し
て
い

る
属
性
と
し
て
の
臼
さ
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
前
記
の
等
式
の

成
立
を
裏
付
け
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
「
臼
之
謂
白
」
と
の
定
義
に
於
て
は
、
先

頭
の
白
は
白
い
状
態
の
個
物
が
各
々
内
在
さ
せ
る
共
通
の
白
さ
を
指
し
、
二
番
目

の
白
は
前
の
共
通
要
素
か
ら
抽
出
さ
れ
た
白
の
普
遍
性
を
表
わ
す
概
念
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
即
ち
そ
こ
に
は
、
同
一
の
状
態
↓
共
通
要
素
↓
普
遍
的
概
念
、
と

進
む
論
理
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
堅
　
　
臼
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

　
さ
て
こ
こ
で
特
に
検
討
を
要
す
る
の
は
、
　
「
白
羽
（
雪
・
玉
）
之
白
之
謂
白
」

と
並
べ
た
場
合
の
三
番
目
の
白
の
性
格
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
如
く
こ
の
白
は
、
対

象
物
の
如
何
を
問
わ
ず
一
般
に
何
物
か
が
白
い
、
と
云
う
普
遍
性
を
示
す
概
念
で

あ
る
。
故
に
こ
の
白
な
る
概
念
は
、
た
だ
抽
象
概
念
と
し
て
の
み
存
在
し
、
自
己

を
構
成
す
る
実
体
を
保
有
し
な
い
。
強
い
て
そ
の
実
体
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

二
番
目
の
臼
の
内
容
で
あ
る
各
個
物
に
内
在
す
る
共
通
の
白
さ
の
集
合
を
そ
れ
に

該
当
さ
せ
る
し
か
な
い
が
、
物
の
属
性
と
し
て
飽
く
ま
で
個
物
内
に
存
在
を
限
定

さ
れ
て
い
る
白
と
、
そ
こ
か
ら
普
遍
性
の
み
を
抽
出
さ
れ
、
物
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
形
で
抽
象
概
念
化
さ
れ
た
後
の
白
と
の
間
に
は
、
や
は
り
重
大
な
質
的
断
絶
が

あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
孟
子
と
告
子
が
承
認
し
た
最
も
高
次
の
白
の
概
念

は
、
以
上
の
如
き
性
格
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
翻
っ
て
、
堅
白
論
に
於
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
公
孫
龍
の
臼
の
性
格
を
想
起
す
る

な
ら
ば
、
両
者
の
思
考
の
差
異
は
歴
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
公
孫
龍
に
於
け
る
臼
が
、
黄
や
黒
等
他
の
色
彩
を
排
除
す
る
役
割
を
果
た
す
以

上
、
白
な
る
色
彩
を
限
定
す
る
概
念
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
ま
た
「
物
の
白
き
は
、
其
の
白
と
す
る
所
を
定
め
ず
。
…
…
定
め

ざ
る
者
は
兼
ぬ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
如
ノ
＼
白
が
対
象
物
を
限
定
し
な
い
普
遍
性

を
持
つ
こ
と
も
ま
た
、
公
孫
龍
の
力
説
す
る
所
で
あ
っ
た
。
以
上
の
二
点
に
関
す

る
限
り
は
、
即
ち
白
に
普
遍
的
概
念
と
し
て
の
性
格
を
認
め
る
所
ま
で
は
、
両
者

の
間
に
格
別
の
相
違
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　
両
者
の
見
解
が
大
き
く
分
れ
始
め
る
の
は
、
普
遍
的
概
念
と
し
て
の
白
が
実
体

を
有
す
る
か
否
か
、
と
の
点
か
ら
で
あ
る
。
公
孫
龍
に
よ
っ
て
、
　
「
白
固
よ
り
自

ら
臼
た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
悪
ん
ぞ
能
く
石
。
物
を
白
く
せ
ん
や
。
若
の
白
な

る
者
必
ず
臼
な
れ
ば
、
則
ち
物
を
白
く
せ
ず
し
て
而
も
白
な
り
」
と
性
格
づ
け
ら
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堅
　
　
白
　
　
石
　
　
　
（
浅
野
）

れ
る
臼
は
、
物
を
侯
た
ず
そ
れ
白
身
で
白
と
し
て
の
独
立
的
存
在
が
可
能
な
実
体

を
備
え
て
い
る
。
こ
こ
に
、
実
体
を
保
有
し
な
い
抽
象
概
念
と
し
て
人
間
の
意
識

の
中
に
の
み
存
在
す
る
孟
子
・
告
子
の
白
と
の
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
。

　
ま
た
臼
の
存
在
形
態
と
関
連
し
て
、
白
と
物
と
の
先
後
関
係
も
、
両
者
の
間
に

於
て
は
全
く
異
っ
て
い
る
。
告
子
や
孟
子
に
於
け
る
臼
概
念
は
、
先
ず
白
い
状
態

に
あ
る
個
物
中
に
各
々
属
性
と
し
て
共
通
の
白
さ
が
内
在
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら

普
遍
性
と
し
て
の
白
が
抽
出
さ
れ
る
、
と
の
経
過
を
辿
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
単
純

化
す
れ
ば
、
物
↓
白
と
の
順
序
を
取
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
公
孫
龍
に
於
て

は
、
逆
に
先
ず
独
立
し
た
実
体
と
し
て
の
白
さ
そ
の
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
白
が

視
覚
を
通
す
間
の
み
対
象
物
に
宿
る
と
さ
れ
て
お
り
、
白
は
物
に
先
行
す
る
の
で

あ
る
。
告
子
一
孟
子
の
白
も
、
最
終
的
に
は
個
物
を
超
え
た
普
遍
性
と
し
て
物
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
概
念
と
な
り
、
そ
の
限
り
で
は
公
孫
龍
の
白
と
類
似
し
た
性
格

を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
等
し
く
臼
と
物
と
が
分
離
す
る
と
言
っ
て
も
、

両
者
の
間
に
於
て
は
そ
の
分
離
の
時
期
が
前
後
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
白
と
物
と
の
先
後
関
係
に
於
け
る
差
異
は
、
ま
た
必
然
的
に
白
の
普

遍
性
が
生
ず
る
時
期
の
違
い
と
も
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。
告
子
や
孟
子
の
場
合

は
、
各
個
物
に
内
在
す
る
共
通
の
白
さ
か
ら
、
帰
納
的
に
普
遍
性
と
し
て
の
白
が

抽
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
公
孫
龍
の
場
合
は
、
「
其
の
白
と
す
る
所
を
定
め

ず
」
　
「
物
を
白
く
せ
ず
し
て
而
も
白
」
な
る
状
態
の
白
が
一
時
的
に
分
散
し
て
各

個
物
に
宿
る
の
で
あ
る
か
ら
、
白
の
普
遍
性
は
既
に
物
以
前
の
段
階
に
於
て
演
澤

的
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
普
遍
性
を
持
つ
点
に
於
て
は
、
告
子
・

孟
子
の
白
と
公
孫
龍
の
臼
と
は
共
通
す
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
表
面
的
な
類
似

に
遇
ぎ
ず
、
実
は
普
遍
性
の
成
立
の
仕
方
が
基
本
的
に
異
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
列
挙
し
て
き
た
両
者
の
相
違
点
も
、
そ
の
原
因
を
辿
れ
ば
、
こ
と
ご
と
く

前
掲
の
堅
臼
論
中
ω
⑯
に
展
開
さ
れ
た
思
考
に
由
来
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
先
の
ω
⑯
の
理
論
こ
そ
が
、
公
孫
龍
の
認
識
論
上
の
最
大
の
特
色
の
一
つ
で

あ
り
、
更
に
ま
た
、
彼
が
古
代
中
国
の
論
理
学
的
分
野
に
於
て
一
際
異
彩
を
放
つ

に
到
っ
た
要
因
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
加
地
伸
行
氏
は
、
上
掲
の
告
子
と
孟
子
と
の
論
争
に
於
て
告
子
が
徹

底
し
て
行
っ
た
の
は
臼
な
る
概
念
の
実
体
化
で
あ
り
、
そ
の
実
念
諭
的
潮
流
を
承

け
継
い
だ
代
表
的
人
物
と
し
て
荷
子
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
実
体
を
考
え
る
呪
術
的

思
考
の
持
主
で
あ
っ
た
萄
子
は
、
類
な
る
普
遍
の
実
在
を
主
張
す
る
概
念
実
在
論

的
立
場
か
ら
、
唯
名
論
的
立
場
に
立
つ
公
孫
龍
や
墨
弁
等
に
集
中
的
な
非
難
を
浴

　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

び
せ
た
、
と
述
べ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
検
討
を
加
え
た
堅
臼
論
の
構
造
に
よ
っ
て
既
に
明
ら
か

な
如
く
、
唯
名
論
に
近
似
し
た
立
場
を
主
張
し
た
の
は
む
し
ろ
公
孫
龍
と
対
立
し

　
　
　
　
　
（
注
1
2
）

た
客
の
側
で
あ
っ
て
、
公
孫
龍
の
特
色
は
、
何
よ
り
も
堅
・
白
な
る
概
念
を
物
に

先
行
し
物
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
普
遍
的
実
体
と
し
た
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
諸
点
は
却
っ
て
概
念
実
在
論
の
側
に
よ
り
妥
当
す
る
特
色
で
あ
っ
て
、
更
に
堅

・
白
に
隈
っ
て
言
え
ば
、
公
孫
龍
の
思
考
は
プ
ラ
ト
ン
の
唱
え
た
イ
デ
ァ
説
に
酷

似
し
た
性
格
さ
え
持
っ
て
い
る
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
私
は
こ
れ
を
以
て
公
孫
龍
こ
そ
概
念
実
在
論
者
で
あ
っ
た

な
ど
生
言
い
張
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
加
地
氏
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
り

体
系
化
さ
れ
た
伝
統
的
形
式
論
理
学
を
そ
の
ま
ま
中
国
古
代
論
理
学
に
持
ち
込

み
、
そ
れ
に
対
す
る
適
合
性
を
絶
対
的
基
準
と
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

い
、
と
従
来
の
研
究
方
法
に
対
し
批
判
を
加
え
る
。
私
は
そ
れ
と
全
く
同
様
に
、

西
欧
に
於
て
誕
生
し
展
開
さ
れ
た
唯
名
論
と
概
念
実
在
論
と
の
対
立
を
そ
の
ま
ま

古
代
中
国
に
適
用
し
、
そ
れ
を
基
準
に
思
想
の
対
立
関
係
を
割
り
切
ろ
う
と
す
る
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こ
と
に
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

中
国
は
中
国
で
あ
っ
て
西
欧
で
は
な
い
。
萄
況
や
墨
家
・
公
孫
龍
・
恵
施
一
郡
析

等
先
秦
に
於
て
論
理
学
的
思
考
を
形
成
し
た
思
想
家
群
の
間
に
見
ら
れ
る
対
立
・

抗
争
が
、
申
世
西
欧
の
ス
コ
ラ
哲
学
に
於
け
る
普
遍
論
争
と
同
一
の
観
点
一
内
容

か
ら
発
生
し
た
な
ど
と
云
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
萄
況
に
っ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
告

子
や
孟
子
に
於
て
は
、
物
か
ら
分
離
し
た
概
念
の
存
在
を
認
め
、
普
遍
性
を
も
認

め
る
一
方
、
そ
の
概
念
は
物
に
先
行
せ
ず
、
実
体
も
具
備
し
て
い
な
い
。
ま
た
公

孫
龍
に
関
し
て
は
、
物
か
ら
独
立
し
先
行
す
る
概
念
の
存
在
と
そ
の
普
遍
性
を
主

張
し
、
し
か
も
そ
の
概
念
は
実
体
ま
で
備
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
傾
向
は
堅
・

臼
に
つ
い
て
顕
著
な
の
で
あ
っ
て
、
石
な
る
概
念
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
必
ず
し
も
類
一
種
概
念
全
般
に
亙
る
も
の
と
ま
で
徹
底
さ

れ
て
い
た
と
は
暫
言
し
難
い
。

　
更
に
ま
た
墨
家
の
場
合
も
、
「
堅
と
臼
と
は
相
外
に
せ
ず
」
（
『
墨
子
』
経
上
篇
）

「
堅
と
臼
の
撰
せ
る
は
、
相
尽
く
せ
り
」
　
（
同
。
経
説
上
篇
）
「
堅
無
く
し
て
白
を

得
る
も
、
必
ず
相
盈
っ
る
な
り
」
　
（
同
。
経
説
下
篇
）
等
と
、
堅
白
石
の
認
識
に
関

し
て
は
、
堅
。
白
を
石
中
に
内
在
す
る
属
性
と
把
え
て
公
孫
龍
を
論
難
し
た
客
と

同
様
の
立
場
を
取
る
。
し
か
し
墨
弁
は
そ
の
一
方
で
、
　
「
或
ひ
と
日
く
、
室
に
在

る
者
の
色
は
、
是
れ
其
の
色
の
若
し
と
。
是
れ
智
ら
ざ
る
所
も
、
智
る
所
の
若
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

な
り
。
猶
臼
と
黒
の
ご
と
き
な
り
。
誰
か
勝
ら
ん
、
是
れ
其
の
色
の
若
け
れ
ば
、

白
の
若
き
者
は
必
ず
臼
な
り
。
今
や
其
の
色
の
臼
の
若
き
を
智
る
な
り
。
故
に
其

の
白
な
る
を
智
る
な
り
」
　
（
同
・
経
説
下
篇
）
と
、
意
識
の
所
産
で
あ
る
臼
概
念
に

個
物
や
主
観
を
超
え
た
普
遍
性
を
も
認
め
よ
う
と
す
る
。

　
従
っ
て
、
彼
等
を
概
念
実
在
論
者
と
唯
名
論
者
の
い
ず
れ
か
に
単
純
に
振
り
分

　
　
　
　
堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
う
し
た
基
準
を
無
理
に
適
用
せ
ん
と
す
れ
ば
、
各
個
に

実
念
論
的
要
素
と
唯
名
論
的
要
素
と
の
複
雑
な
モ
ザ
イ
ク
状
態
を
呈
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
古
代
中
国
に
於
け
る
論
理
学
上
の
抗
争
関
係
は
、
や
は
り
古
代

中
国
の
持
つ
独
自
性
の
中
に
こ
そ
、
そ
の
要
因
が
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、

　
以
上
、
告
子
と
孟
子
と
の
論
戦
中
に
登
場
す
る
白
の
性
格
と
対
比
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
公
孫
龍
が
唱
え
た
堅
・
白
の
特
異
性
を
検
討
し
て
き
た
。
次
節
で
は

更
に
別
の
角
度
か
ら
、
彼
の
認
識
論
上
の
特
色
を
観
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

三

　
公
孫
龍
の
認
識
論
上
の
特
色
を
考
察
す
る
上
で
、
今
一
っ
取
り
挙
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
彼
の
神
に
対
す
る
独
特
の
見
解
で
あ
る
。

　
堅
白
論
の
最
後
に
於
て
、
公
孫
龍
は
媒
介
者
や
感
覚
器
官
か
ら
分
断
さ
れ
た
神

に
つ
い
て
論
じ
、
　
「
神
の
是
に
乎
け
る
は
之
を
離
と
謂
う
。
離
な
る
者
は
、
天
下

の
故
よ
り
独
に
し
て
正
し
」
と
結
論
づ
け
る
。
上
述
の
如
く
こ
の
表
現
は
、
神
が

認
識
経
路
の
最
後
に
位
置
す
る
と
云
う
に
遇
ぎ
ず
、
媒
介
者
や
感
覚
器
官
と
の
連

繋
な
し
に
は
、
認
識
上
何
ら
の
働
き
を
も
発
揮
し
得
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
即
ち
公
孫
龍
は
、
神
に
対
し
、
感
覚
器
官
を
経
由
せ
ず
直
接
に
対
象
を
認
識

し
得
る
が
如
き
特
殊
な
能
力
の
存
在
を
一
切
認
め
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。
彼
が
指

物
論
に
於
て
、
「
指
に
非
ざ
る
こ
と
有
る
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
、
主
観
認
識
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

拠
ら
な
い
超
越
的
客
観
認
識
の
存
在
を
強
く
否
定
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
思
考
を

背
景
に
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
ま
た
、
公
孫
龍
が
堅
・
白
の
如
き
位
層
を
異
に
す
る
知
覚
を
統
合
し
て
、
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堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

堅
臼
石
な
る
認
識
を
形
成
す
る
能
力
を
神
に
認
め
な
か
っ
た
こ
と
も
、
既
に
指
摘

し
た
通
り
で
あ
る
。
彼
に
於
て
は
、
個
物
と
し
て
の
石
は
、
先
ず
堅
か
白
か
ど
ち

ら
か
の
普
遍
的
実
体
に
与
る
こ
と
な
し
に
は
、
そ
の
存
在
を
知
覚
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
。
し
か
る
に
、
神
が
堅
一
白
を
二
者
択
一
的
に
し
か
認
識
で
き
な
い
と
な
れ

ば
、
本
来
堅
と
白
と
石
と
に
分
離
す
る
対
象
世
界
の
実
相
か
ら
、
人
間
は
、
己
れ

の
認
識
能
力
の
隈
界
に
合
わ
せ
て
特
定
の
対
象
の
み
を
選
択
し
、
主
観
的
に
再
構

成
し
た
上
で
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
対
象
認
識
は
、
人
間
が
対
象
の

認
識
を
意
図
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
、
対
象
世
界
の
側
に
対
し
堅
と
白
の

ど
ち
ら
か
一
方
が
選
択
さ
れ
て
石
に
発
現
す
る
と
の
作
用
を
及
ぼ
し
、
今
度
は
そ

の
よ
う
に
し
て
一
時
的
に
形
成
さ
れ
た
対
象
を
人
間
が
認
識
す
る
、
と
の
相
関
関

係
の
中
に
の
み
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
象
世
界
に
対
し
て
絶
え
間
な
く
人

間
の
主
観
認
識
が
浸
潤
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
し
か
認
識
が
獲
得
さ
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
指
物
論
が
「
物
は
指
に
非
ざ
る
は
莫
し
」
と
述
べ
る
如
く
、
捕
捉
し
た
対

象
は
既
に
こ
と
じ
と
く
主
観
認
識
の
所
産
で
し
か
な
い
。
従
っ
て
ま
た
、
指
す
も

の
（
主
観
認
識
）
が
指
さ
れ
る
も
の
（
対
象
の
実
在
）
と
一
致
し
て
客
観
認
識
に

上
昇
す
る
な
ど
、
も
と
よ
り
あ
ろ
う
筈
も
な
く
、
指
物
論
が
「
指
は
指
に
非
ず
」

と
対
象
の
全
的
把
握
が
不
可
能
な
こ
と
を
強
調
す
る
の
も
、
当
然
の
帰
結
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
墨
家
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
墨
弁
は
し
ば
し
ば

堅
白
石
の
認
識
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
彼
等
の
基
本
的
見
解
は
、
公
孫
龍
を
論
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
7
）

し
た
客
の
立
場
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
堅
・
白
処
を

異
に
し
、
相
盈
た
ず
、
相
非
と
せ
ば
、
是
れ
相
外
に
す
る
な
り
」
（
『
墨
子
』
経
説

上
篇
）
「
堅
と
臼
の
撰
せ
る
は
、
相
尽
く
せ
り
」
　
（
同
）
と
、
堅
と
白
と
が
所
在

を
異
に
し
て
い
る
の
な
ら
ば
堅
・
白
は
分
離
す
る
と
の
論
理
も
成
立
し
得
る
で
あ

ろ
う
が
、
両
者
が
同
一
対
象
物
中
に
並
存
す
る
以
上
は
、
　
「
堅
と
臼
と
は
相
外
に

せ
ず
」
　
（
同
。
経
上
篇
）
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
故
に

彼
等
は
、
堅
白
論
の
⑯
に
於
て
公
孫
龍
が
堅
・
白
が
同
一
の
場
に
発
現
す
る
こ
と

を
肯
定
し
た
際
の
、
「
於
石
一
也
、
堅
白
二
也
、
而
在
於
石
、
故
有
知
焉
、
有
不

知
焉
、
有
見
焉
、
有
不
見
焉
」
な
る
発
言
と
同
様
の
立
場
に
対
し
て
は
、
「
石
に

於
け
る
は
一
な
り
。
堅
・
白
は
二
な
り
。
而
し
て
石
に
在
り
。
故
に
智
る
有
り
、

智
ら
れ
ざ
る
有
り
と
は
、
可
な
り
」
　
（
同
。
経
説
下
篇
）
と
、
一
応
こ
れ
を
承
認
す

る
O　

公
孫
龍
の
場
合
は
、
先
の
⑯
の
論
理
か
ら
、
た
と
え
堅
と
白
が
同
一
の
石
中
に

発
現
す
る
と
し
て
も
、
経
由
す
る
感
覚
器
官
を
異
に
す
る
両
者
は
並
存
す
る
こ
と

な
く
交
互
に
立
ち
現
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
依
然
と
し
て
堅
。
臼
の
同
時
認

識
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
の
方
向
に
議
論
を
進
め
る
。
し
か
る
に
墨
弁
の
場
合

は
、
　
「
堅
無
く
し
て
白
を
得
る
も
、
必
ず
相
盈
っ
る
な
り
」
　
（
同
、
経
説
下
篇
）

と
、
本
来
両
者
が
属
性
と
し
て
石
中
に
並
存
す
る
以
上
、
経
由
す
る
感
覚
器
官
の

相
違
は
何
ら
両
者
の
同
時
認
識
を
妨
げ
る
要
因
に
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
前
記
の
如
く
、
墨
家
が
最
初
か
ら
堅
一
白
を
石
に
内
在

す
る
属
性
と
し
、
石
と
堅
と
白
と
の
間
に
公
孫
龍
の
如
き
乖
離
を
認
め
な
か
っ
た

こ
と
と
、
更
に
両
者
を
統
合
し
得
る
認
識
主
体
の
存
在
を
確
信
し
て
い
た
こ
と
、

の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）

　
後
者
に
関
し
て
彼
等
は
先
ず
、
　
「
知
心
と
は
明
な
り
」
（
『
墨
子
』
経
上
篇
）
と
か
、

「
知
な
る
者
は
、
知
る
所
以
な
り
。
而
し
て
必
ず
知
る
こ
と
明
の
若
し
」
　
（
同
、

経
説
上
篇
）
と
定
義
を
下
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
「
知
る
所
以
」
即
ち
認
識
主
体

と
し
て
の
知
に
は
、
本
来
「
必
知
」
の
認
識
能
力
が
備
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
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ヶ
し
た
認
識
主
体
が
対
象
物
と
対
時
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
知
な
る
者
は
、
其

　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

の
知
を
以
て
物
に
遇
い
て
、
能
く
之
を
貌
る
こ
と
見
る
が
若
し
」
　
（
同
。
経
説
上

篇
）
と
、
そ
の
認
識
主
体
は
必
然
的
に
対
象
物
の
実
在
を
余
す
所
な
く
把
握
す
る

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
対
象
物
の
実
在
が
全
的
に
認
識
さ
れ

る
以
上
、
次
の
段
階
に
於
て
は
、
「
想
な
る
者
は
、
其
の
知
を
以
て
物
を
論
じ
、

其
の
之
を
知
る
や
、
著
す
こ
と
明
の
若
し
」
（
同
。
経
説
上
篇
）
と
、
対
象
物
に
っ

い
て
明
確
な
判
断
を
形
成
し
提
示
す
る
こ
と
も
、
当
然
可
能
と
な
る
訳
で
あ
る
。

　
以
上
の
知
に
関
す
る
墨
家
の
思
考
を
、
公
孫
龍
の
神
に
対
す
る
思
考
と
対
比
さ

せ
る
な
ら
ば
、
両
者
の
間
に
於
て
は
、
人
間
の
認
識
能
力
に
対
す
る
信
頼
度
が
大

き
く
隔
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
墨
者
が
堅
臼
石
な
る
統
合
認
識
は
形
成
可

能
で
あ
る
と
主
張
し
、
公
孫
龍
が
堅
と
白
と
の
同
時
認
識
を
否
定
し
た
背
景
に

は
、
人
間
の
認
識
能
力
に
対
す
る
基
本
的
な
見
解
の
相
違
が
、
少
な
か
ら
ず
影
響

を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
萄
況
の
認
識
主
体
に
関
す
る
思
考
を
検
討
し
て
み
た
い
。
　
「
知
る
所

以
の
人
に
在
る
者
は
、
之
を
知
と
謂
い
、
知
り
て
合
う
所
有
る
も
、
之
を
知
と
謂

う
」
　
（
『
荷
子
』
正
名
篇
）
と
、
彼
も
人
間
に
「
知
る
所
以
」
、
即
ち
認
識
主
体
が

存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
認
識
主
体
が
対
象
を
認
識
す
る
具
体
的
経
路

は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
先
ず
、
　
「
然
ら
ぱ
則
ち
、
何
に
縁
り
て
以
て
同
異
す
る
や
。
日
く
、
天
官
に
縁

る
な
り
。
凡
そ
類
を
同
じ
く
し
、
情
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
其
の
天
官
の
物
を
意

る
も
同
じ
」
　
（
同
国
正
名
篇
）
と
、
萄
況
は
天
官
の
役
割
か
ら
解
説
す
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
天
官
と
は
、
目
。
耳
。
口
。
鼻
一
形
体
。
心
の
五
種
の
感
覚
器
官
を
指

し
、
各
々
知
覚
す
る
範
囲
を
分
担
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
天
官
は
、
個
人
差
を
超
え

て
、
同
一
の
対
象
か
ら
は
必
ず
同
一
の
知
覚
を
も
た
ら
す
普
遍
的
働
き
を
持
つ
、

　
　
　
　
堅
白
石
（
浅
野
）

と
さ
れ
る
。

　
次
い
で
彼
は
、
　
「
心
に
徴
知
有
り
。
徴
知
は
則
ち
耳
に
縁
り
て
声
を
知
れ
ば

可
、
目
に
縁
り
て
形
を
知
れ
ば
可
な
り
。
然
ら
ば
而
ち
、
徴
知
は
必
ず
将
れ
天
官

の
其
の
類
を
当
簿
す
る
を
待
ち
て
、
然
る
後
に
可
な
り
」
（
同
。
正
名
篇
）
と
、
五

官
を
経
由
し
た
各
知
覚
を
統
合
し
て
認
識
す
る
徴
知
の
存
在
を
説
く
。
心
の
内
部

に
こ
う
し
た
認
識
主
体
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
公
孫
龍
の
如
く
、
堅
と
臼
と
が

神
中
に
於
て
統
合
さ
れ
な
い
事
態
は
免
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
如
き
、
主
観
を
超
え
た
共
通
性
を
保
持
す
る
認
識
経
路
を
通
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
間
は
万
物
の
実
在
に
対
す
る
明
瞭
な
認
識
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
づ

き
、
更
に
は
「
之
を
約
し
て
以
て
命
け
る
」
（
同
。
正
名
篇
）
操
作
に
よ
り
、
そ
れ

を
杜
会
的
合
意
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
、
と
萄
況
は
人
間
の
認
識

能
力
一
般
に
強
い
確
信
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
萄
子
』
解
蔽
篇
で
は
、
　
「
人
は
何
を
以
て
道
を
知
る
や
。
日
く
、
心
な

り
。
心
は
何
を
以
て
知
る
や
。
日
く
、
虚
一
に
し
て
静
な
り
。
　
（
中
略
）
虚
一
に

し
て
静
な
る
は
、
之
を
大
清
明
と
謂
う
」
と
、
人
間
の
認
識
能
力
が
完
全
に
作
動

す
る
状
態
に
触
れ
る
。
認
識
主
体
が
こ
の
「
大
清
明
」
の
状
態
に
到
達
す
る
時
、

「
万
物
は
、
形
と
し
て
見
ざ
る
こ
と
莫
く
、
見
る
と
し
て
論
ぜ
ざ
る
こ
と
莫
く
、

論
ず
る
と
し
て
位
を
失
す
る
こ
と
莫
し
」
（
同
。
解
蔽
篇
）
と
、
認
識
は
前
掲
の
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
0
）

弁
と
ほ
ぼ
近
似
し
た
段
階
を
追
っ
て
進
ん
で
行
く
。
し
か
も
最
終
的
に
は
、
　
「
室

に
座
し
て
四
海
を
見
、
今
に
処
り
て
久
遠
を
論
じ
、
万
物
を
疏
観
し
て
其
の
情
を

知
り
、
治
乱
を
参
稽
し
て
其
の
度
に
通
じ
、
天
地
を
経
緯
し
て
万
物
を
官
し
、
大

理
を
制
割
し
て
宇
宙
も
嚢
ま
る
」
（
同
。
解
蔽
篇
）
と
、
恵
施
や
郷
術
も
顔
色
を
失

せ
ん
ば
か
り
の
壮
大
さ
で
描
写
さ
れ
る
如
く
、
人
間
の
認
識
能
力
は
、
自
然
界
と

人
間
杜
会
と
を
問
わ
ず
、
対
象
世
界
の
一
切
を
全
的
に
把
握
す
る
に
到
る
の
で
あ
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る
◎　

こ
う
し
た
人
間
の
認
識
能
力
に
対
す
る
無
限
と
直
言
え
る
信
頼
は
、
上
記
の
墨

家
の
場
合
と
同
様
、
公
孫
龍
の
立
場
と
は
大
き
な
隔
絶
を
見
せ
て
い
る
。
萄
況
の

堅
白
石
の
認
識
に
関
す
る
思
考
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
「
夫
の
堅
白
同
異
。

有
厚
無
厚
の
察
は
、
察
な
ら
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
君
子
の
弁
ぜ
ざ

る
は
、
之
に
止
ま
れ
ば
な
り
」
　
（
『
荷
子
』
修
身
篇
）
と
か
、
　
「
礼
の
理
は
誠
に
深

し
。
堅
白
同
異
の
察
も
、
焉
に
入
れ
ば
而
ち
溺
る
」
　
（
同
。
礼
論
篇
）
「
堅
臼
同

異
の
分
隔
は
、
是
れ
聡
耳
の
聴
く
能
わ
ざ
る
所
、
明
目
の
見
る
能
わ
ざ
る
所
、
弁

士
の
言
う
能
わ
ざ
る
所
な
り
」
　
（
同
。
儒
効
篇
）
等
の
菱
言
か
ら
し
て
、
彼
が
堅

白
石
な
る
統
合
認
識
は
成
立
し
な
い
と
す
る
が
如
き
主
張
を
容
認
し
な
か
っ
た
こ

と
は
、
確
実
で
あ
ろ
う
。

　
萄
況
に
と
っ
て
の
究
極
的
価
値
は
、
杜
会
に
共
通
の
認
識
を
樹
立
し
、
万
物
を

各
々
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
積
極
的
に
統
一
さ
れ
た
世
界
像
を
提
出
す
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
彼
は
、
人
間
の
認
識
能
力
に
対
す
る
信
頼
を
極
度

に
拡
大
し
、
前
掲
の
解
蔽
篇
の
描
写
の
如
き
飛
躍
を
も
敢
え
て
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
萄
況
の
認
識
論
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
目
標
に
逆
行
す
る
と
考
え

ら
れ
た
堅
臼
論
議
の
面
直
自
体
を
、
杜
会
的
に
有
害
無
益
な
饒
舌
と
し
て
、
彼
は

否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
そ
の
分
析
が
如
何
に
精
激
を
極
め
る
に
せ
よ
、

人
間
の
認
識
能
力
が
堅
臼
石
な
る
認
識
す
ら
形
成
し
得
な
い
な
ど
と
言
う
の
で

は
、
そ
も
そ
も
新
た
な
統
一
秩
序
の
形
成
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
根
拠
自
体
が
揺

ら
ぎ
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
墨
家
や
萄
況
と
の
以
上
の
如
き
対
照
は
、
人
間
の
認
識
能
力
に
懐
疑
的
態
度
を

取
り
続
け
る
公
孫
龍
が
、
先
秦
の
思
想
家
群
の
中
に
あ
っ
て
は
、
と
り
わ
け
異
色

の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
己
れ
の
賢
智
に
絶
対
の
自
信
を
抱
き
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

天
地
。
万
物
を
悉
く
究
明
せ
ん
と
し
た
恵
施
や
、
宇
宙
生
成
以
来
の
有
為
転
変
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
2
）

ら
、
天
地
の
際
限
ま
で
を
も
認
識
し
得
る
と
自
称
し
た
叡
術
、
あ
る
い
は
通
常
の

認
識
能
力
の
欠
陥
を
暴
い
た
後
、
自
ら
は
超
越
的
客
観
認
識
の
獲
得
を
主
張
し
た

（
注
2
3
）

荘
周
、
等
々
を
周
囲
に
配
す
る
時
、
そ
の
感
は
一
層
深
ま
る
。

　
堅
や
白
を
物
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
普
遍
的
実
体
と
把
え
る
思
考
と
並
ん

で
、
人
間
の
認
識
能
力
の
隈
界
性
に
対
す
る
深
刻
な
自
覚
は
、
公
孫
龍
の
思
想
的

特
色
を
構
成
す
る
重
大
な
要
因
と
な
っ
た
。
堅
白
石
な
る
統
合
認
識
は
成
立
し
な

い
と
す
る
著
各
な
議
論
は
、
こ
の
極
め
て
特
異
な
性
格
を
持
つ
二
っ
の
要
素
を
土

台
に
し
て
完
成
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
堅
臼
論
は
戦
国
末
の
思
想
界
に
大
き
な
波

紋
を
投
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結

暑壷
貢■＝1

　
紀
元
前
三
世
紀
、
公
孫
龍
と
そ
の
論
難
者
は
、
堅
白
石
の
認
識
を
廻
っ
て
、
砂

を
噛
む
が
如
き
荒
涼
た
る
議
論
を
闘
わ
せ
た
。
こ
の
一
見
不
毛
と
も
思
え
る
論
争

の
中
に
、
実
は
自
然
界
と
人
間
杜
会
と
の
如
何
を
問
わ
ず
、
漢
民
族
が
世
界
に
対

す
る
思
索
を
深
め
る
上
で
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
遣
産
と
な
る
べ
き
要
素
が
含

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
公
孫
龍
の
思
想
は
、
遂
に
そ
の
重
大
な
意
義
に
気
付
か
れ
る
こ
と
な

ノ
＼
詑
弁
・
邪
説
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
ま
ま
、
永
く
絶
学
の
淵
へ
と
葬
り
去
ら

れ
る
。
中
国
人
が
公
孫
龍
に
つ
い
て
の
微
か
な
記
憶
を
呼
び
醒
し
た
の
は
、
遙
か

に
二
千
年
を
経
て
、
西
欧
文
明
が
怒
濤
の
如
く
彼
等
の
大
地
を
躁
麟
し
始
め
て
後

で
あ
っ
た
。
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拙
稿
「
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
の
立
場
　
　
そ
の
認
識
論
の
性
格
　
　
」
（
集
刊
東
洋

学
3
7
号
）
参
照
。

『
墨
子
』
経
上
篇
に
は
、
「
盈
、
莫
不
有
也
」
と
あ
り
、
謝
希
深
注
ま
た
「
盈
、
満

也
」
生
言
う
。

道
蔵
本
の
原
文
は
「
見
與
不
見
與
」
で
あ
る
が
、
崇
徳
書
院
二
十
家
子
書
本
・
百
子

全
書
。
子
彙
・
四
部
備
要
本
等
の
諸
本
は
、
い
ず
れ
も
「
見
興
不
見
離
」
に
作
る
。

今
、
後
者
に
従
っ
て
改
め
た
。

道
蔵
本
・
四
部
備
要
。
子
彙
等
の
諸
本
で
は
、
「
悪
乎
甚
石
也
」
と
あ
る
。
　
二
十
家

子
書
本
。
百
子
全
書
本
に
よ
り
、
「
甚
」
を
「
其
」
に
改
め
た
。

道
蔵
本
は
「
有
不
見
焉
」
の
旬
を
欠
く
。
二
十
家
子
書
本
。
百
子
全
書
本
・
子
彙
・

四
部
備
用
本
等
に
よ
り
補
っ
た
。

こ
の
部
分
の
論
旨
に
つ
い
て
、
命
櫨
『
命
楼
雑
纂
』
、
王
壇
『
公
孫
龍
子
懸
解
』
、
侯

外
盧
等
『
中
国
思
想
通
史
』
、
鈴
木
由
次
郎
　
「
公
孫
龍
子
訳
注
」
（
『
高
田
真
治
博
士

古
稀
紀
念
論
集
』
）
等
多
く
は
、
公
孫
龍
が
堅
。
白
を
物
か
ら
独
立
さ
せ
た
発
言
と

解
し
、
高
田
淳
「
名
弁
の
思
想
（
1
）
　
　
公
孫
龍
の
思
想
l
」
（
東
洋
学
報
4
5

巻
〉
も
、
か
な
り
不
鮮
明
な
表
現
な
が
ら
同
様
の
見
解
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
推
測

さ
れ
る
。

謝
希
深
注
は
、
「
不
與
萬
物
爲
堅
而
固
當
自
爲
堅
」
と
述
べ
た
か
と
思
う
と
、
後
に

「
世
無
濁
立
之
堅
乎
、
亦
無
孤
立
之
白
ム
矢
」
と
続
け
る
等
、
論
理
に
一
貫
性
を
欠
い

て
い
る
が
、
謂
戒
甫
『
公
孫
龍
子
形
名
発
微
』
、
天
野
鎮
雄
「
公
孫
龍
子
堅
白
論
本

文
整
理
私
案
」
（
岩
手
大
学
学
芸
学
部
年
報
2
5
巻
）
　
並
び
に
中
国
古
典
新
書
『
公
孫

龍
子
』
（
明
徳
出
版
杜
）
等
は
、
公
孫
龍
が
堅
。
白
の
物
か
ら
の
独
立
を
否
定
し
た

発
言
と
解
釈
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
原
文
を
忠
実
に
解
読
す
る
時
、
後
者
の
如
き
理
解
が
到
底
成
立
し
得

な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
天
野
氏
は
堅
・
白
の
独
白
的
存
在
を
否
定
す
る
方
向
に

解
釈
せ
ん
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
原
型
を
留
め
ぬ
ま
で
に
本
文
を
校
改
す
る
が
、
か
か

堅
　
　
白
　
　
石
　
　
（
浅
野
）

）7（）8（）9（oα）11（）2o
る
次
心
意
的
操
作
を
必
要
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
何
よ
り
も
そ
う
し
た
理
解
自
体
に
無
理

が
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

諸
家
の
「
力
與
知
」
に
対
す
る
解
釈
は
、
説
明
の
細
部
に
於
て
各
々
差
異
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
「
夫
不
因
天
然
之
自
離
、
而
欲
運
力
與
知
而
離
於
堅
白

者
、
果
決
不
得
棄
、
故
不
如
因
是
天
然
之
自
離
也
」
と
す
る
謝
希
深
注
を
踏
襲
し
た

理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。

「
不
與
蔵
」
は
畢
元
の
指
摘
す
る
如
く
、
「
不
撃
蔵
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
　
畢
元
や

孫
詰
譲
の
説
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の
文
の
前
半
が
、
た
と
え
重
量
物
を
持
ち
挙
げ
る

筋
力
を
持
っ
て
い
て
も
針
で
縫
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
筋

力
の
管
轄
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
◎
後
半

部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
正
確
な
文
意
を
把
え
難
い
が
、
全
体
の
主
旨
が
力
と
知
と
の

働
き
の
相
違
を
指
摘
す
る
点
に
あ
る
こ
と
は
、
前
後
の
関
係
か
ら
し
て
疑
問
の
余
地

が
な
い
で
あ
ろ
う
。

原
文
は
諸
本
皆
「
撞
」
に
作
る
が
、
「
撞
」
で
は
文
義
通
ら
ず
、
前
掲
鈴
木
氏
「
訳

注
」
の
説
に
よ
り
両
方
「
撫
」
に
改
め
た
。

こ
の
論
議
の
直
後
、
「
仁
内
義
外
」
と
す
る
告
子
へ
の
反
駁
の
中
で
、
孟
子
は
「
馬

の
白
を
白
と
す
る
は
、
以
て
人
の
白
を
白
と
す
る
に
異
な
る
無
き
な
り
」
と
述
べ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
自
身
も
臼
の
普
遍
性
に
つ
い
て
は
承
認
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

加
地
伸
行
「
名
実
論
争
に
お
け
る
公
孫
龍
1
『
公
孫
龍
子
』
「
指
物
論
」
　
解
釈
L

（
高
野
山
大
学
論
叢
・
第
4
巻
）
、
「
名
実
論
争
に
お
け
る
公
孫
龍
（
そ
の
二
）
『
公
孫

龍
子
』
「
白
馬
論
」
解
釈
L
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
一
哲
学
・
1
8
号
）
、
「
中

国
古
代
論
理
学
史
に
お
け
る
荷
子
」
　
（
東
方
学
。
4
1
輯
）
、
「
公
孫
龍
後
学
の
「
白
馬

非
馬
」
論
L
（
『
中
国
哲
学
史
の
展
望
と
模
索
』
。
木
村
英
一
博
士
碩
壽
紀
念
事
業

会
）
。

論
題
が
堅
白
石
に
の
み
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
客
が
白
の
普
遍
性
を
承

認
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
堅
白
論
に
於
け
る
発
言
に
限
定
し
た

上
で
、
仮
に
概
念
実
在
論
か
唯
名
論
か
の
割
り
振
り
を
行
う
と
す
れ
ば
、
彼
は
典
型

的
な
唯
名
論
者
と
し
て
の
特
色
を
多
く
備
え
て
い
る
、
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
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加
地
氏
前
掲
論
文
「
中
国
古
代
論
理
学
史
に
お
け
る
萄
子
」
。

原
文
で
は
「
是
若
其
色
也
」
と
あ
る
が
、
孫
詰
譲
『
墨
子
間
詰
』
に
従
い
、
「
若
是

其
色
也
」
に
改
め
た
。

た
と
え
ば
加
地
氏
は
恵
施
を
も
唯
名
論
者
の
側
に
振
り
分
け
る
。
し
か
る
に
恵
施

は
、
万
物
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
に
分
類
す
る
に
際
し
、
「
内
無
き
」
極
限
小
な

る
概
念
を
用
い
、
そ
の
底
辺
を
「
万
物
畢
く
異
な
る
」
状
態
と
し
て
押
さ
え
る
一

方
、
「
外
無
き
」
極
限
大
な
る
概
念
を
用
い
て
、
　
そ
の
頂
点
を
「
万
物
畢
く
同
じ
」

と
の
一
点
に
収
敏
し
よ
う
と
す
る
。
彼
は
こ
の
両
端
を
「
大
同
異
」
と
称
し
、
ま
た

「
大
同
に
し
て
小
同
と
異
な
る
」
そ
の
中
間
部
分
を
「
小
同
異
」
と
命
名
す
る
。
か

く
の
如
く
、
「
至
大
」
「
至
小
」
な
る
概
念
を
駆
使
し
て
の
万
物
の
分
類
を
企
図
す
る

恵
施
の
思
考
は
、
後
に
万
物
を
「
大
別
名
」
か
ら
「
大
共
名
」
に
到
る
ま
で
分
類
せ

ん
と
し
た
萄
況
の
先
駆
的
存
在
と
童
言
え
る
。
従
っ
て
、
恵
施
を
唯
名
論
者
、
荷
況

を
概
念
実
在
論
者
と
断
定
し
、
そ
こ
に
荷
況
が
恵
施
を
非
難
し
た
原
因
を
見
出
そ
う

と
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
恵
施
像
の
再
構
成

　
　
弁
者
と
魏
相
と
の
接
点
　
　
」
（
日
本
中
国
学
会
報
・
2
8
集
）
　
を
参
照
さ
れ
た

い
。

前
掲
拙
稿
「
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
の
立
場
」
参
照
。

原
文
は
「
堅
異
慮
」
と
あ
っ
て
、
「
白
」
字
を
欠
く
。
『
間
詰
』
に
従
っ
て
「
白
」
を

補
っ
た
。

原
文
は
「
恕
」
で
あ
る
が
、
『
間
詰
』
　
に
よ
り
「
恕
」
に
改
め
た
。
以
下
の
「
知
心
」

も
同
じ
。

原
文
は
「
過
物
」
、
『
問
詰
』
に
従
い
「
遇
」
字
に
改
め
た
。

墨
弁
が
判
断
の
形
成
と
提
示
を
三
番
目
に
置
く
の
に
対
し
て
、
萄
況
は
万
物
の
位
置

づ
け
を
最
後
に
据
え
て
い
る
。
墨
家
の
場
合
、
世
界
秩
序
は
尚
同
論
・
天
志
論
等
に

描
か
れ
る
如
き
人
間
杜
会
の
政
治
的
秩
序
に
重
点
を
置
い
て
構
成
さ
れ
る
。
故
に
墨

弁
中
に
は
、
物
を
主
題
に
そ
の
概
念
を
定
義
す
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
墨
家
思
想
の
正
当
性
を
公
開
の
議
論
を
通
し
て
相
手
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の

基
礎
固
め
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
、
自
然
界
を
も
含
ん
だ
全
体
秩
序
内
で
の
位

置
づ
け
と
云
っ
た
意
識
は
希
縛
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
萄
況
の
場
合
は
、
そ
の
実
質

陶㈱）32（

は
と
も
か
く
理
念
と
し
て
は
、
汎
く
万
物
ま
で
を
も
取
り
込
ん
だ
形
で
世
界
秩
序
が

構
想
さ
れ
る
た
め
、
物
に
つ
い
て
の
概
念
定
義
は
そ
の
ま
ま
秩
序
内
で
の
位
置
づ
け

に
直
結
す
る
。
墨
家
が
認
識
の
段
階
を
貌
↓
論
↓
著
と
進
展
さ
せ
、
。
他
方
萄
況
が
見

↓
論
↓
位
と
設
定
し
た
原
因
は
、
こ
う
し
た
両
者
の
立
場
の
差
異
に
由
来
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

前
掲
拙
稿
「
恵
施
像
の
再
構
成
」
参
照
。

郵
術
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
政
治
思
想
と
し
て
の
郷
術
学
説
」
（
文
化
。
3
8
巻
3
．

4
号
）
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
註
ω
所
引
の
拙
稿
参
照
。

（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
）


